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枚
目
判
け
ン
ス
一
フ
ム
の
原
発
ハ

・立
4
4
M
川
上
川
一
助
c

U
C
ニ
ヰ
ズ
の
一
一
の
計
河
の
一
戸
了
を
段
、
ス
、
以
川
川
妥

UFえ
は

一一1
0
二
司
今
月
、
被
中
相
談
等
や
不
半
な
コ
ン
テ
ン

y
を
刊
行
告
で

き
る
ン
ス
ブ
ム
の
稚
持
、
柔
軟
た
当
事
者
闘
の
引
法
定
調
停
「
ン
ス
ア
ム
の
恨
へ
ん
明
言
1

ン一
1
r

ン
y
を
除
去
十
ゐ
フ
ィ
バ
タ
ー
校
術
の
昔

及
、
デ
ー
タ
保
護
や
永

3

ト
ワ
ー
ク
の
七
キ
ー

J
一
ブ
ィ
色
合
れ
一
セ
キ
ー
ノ
フ
ィ
昔
前
の
山
卜
、
乙
い
う
阿
口
に
つ
き
計
南
延
長
子
必
民

と
日
断
3
v

T
山
二
一
一
二
（
じ
刀
ユ
ー
ロ
）
の
往
長
、
町
一
も
っ
た

t
d
f～
 

一ひ

欧
州
、
不
y
ト
ワ

i
ク
こ
恒
川
内
七
平
ュ
リ
フ
ィ
機
構
の
校
げ
同
問
」

r
A
川
さ
れ
、
同

二
C
C
回
午
一
一
万
一
へ
し
円
に
は
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き
、
サ
ー
バ
ー
攻
叫
す
ず
内
ハ
YJす
る
防
御
守
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト
心
ピ
キ
ム
リ
一
ア
ユ
悶
し
C
、
加
盟
国
間
り
宵
一
携
主
同

る
た
め
に
、
市
川
町
各
国
代
表
長
か
ら
な
る
欧
州
ス
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
校
セ
キ

J
二
一
’
ィ
ニ

t

f

J

L

J

ン

一昨
J

｝

Z
Z
Z
Zヨ
C
寸r
E
己
主
『
C
吋ヨ

5
5
F
Z】吋号、／ね
2
3）
が
設
J

さ
れ
て
、
ぶ

F
心
。
一
ー
な
出
勤
を
始
め
た
、 ι

y
l
Q、
九
［
丁
允
由
2
3

・
情
報
ヒ
キ
ユ
J

フ
ィ
に
閑
L
欧
州
JLKH
司
会
と
出
判
川
同
政
滑
に
助
一
↓

z
i
Q
〈
こ
も
に
、

ハ
ヲ
ド
〉
一
リ
フ
ト
刀
y
叫
十
四
に
つ
い
て
一
七
政
子

事
業
者

r
対
話
を
進
め
て
い
〈
た
め
の
支
援
を
行
、
七

・
欧
州
に
お
け
る
A
L
3
1
一リ一
Y
2
1
3
述
事
故
2
1ま
れ
つ
つ
あ
る
リ
ス
ク
に
潟
「
る
ヂ
111

ク
を
収
集
し
分
析
「
る
n

・
リ
ス
ク
立
川
悦
J
リ
ス
ク
管
当
メ
ソ
ヴ
ド
心
必
及
を
侭
進
ず
る
n

e
J
t

ンャ

l
ネ
ァ
へ
の
ヒ
ユ
」
リ
一
一
ノ
r
に
お
L
q
J

る
分
野
で
の
｛
寸
］
い
民
連
携
と
E
主
ユ
リ
テ
ィ
文
化
の
育
此
ー
し
相
互
協
力
を
促
泌
す

7

号
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T
L
コ
ム
ミ
ン
ケ

l
ジ

一
九
九
八
』
十
月
一
日
、

記
入
l

’U
庄
化
柁
ム
υ
一
が
出
さ
わ
、

屯
気
通
信
の
白
山
化
が
制
皮
と

L
て
は

υ一
ち
ょ
刊

J

コ
土
、
亡
」
は
先
v
h

注
べ
た
が

公山北立川
I
F
噴
出
配
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
長
予
が
悶
給
さ
れ
て
い
ん
一
の
は

大
半
け
や
凶
筏
中
山
詰
及
び
長
時
川
一
昨
…
υ

氾
訟
で
あ
り

け

i
刀
ル
電
話
市
場
は
依
然
と
し
仁
、

川
凶
A
f
h

↓
色
気
通
信
事
政
主
者
等
が
れ
…
制
J

い
て
い
る
状
況
で
為
っ
た
と

九
九
九
午
寸
士
一
尚
一
V
J

て
欧
州
妥
員
会
目
、

～
の
閃
出
品
止
を
克
服
、
〕

E
U
域
内
の
志
気
通
科
h
z
巾
場
町
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ん
こ
よ
航
行
宇

ネー、い一汽」

み
の
あ
る
も
の
と
寸
る
た
め
、
毅
一
与
の
保
滋
、
通
信
と
欣
送
の
似
ム
円

新
た
な
日
技
術
↓
芳
一
日
目
～
の
対
応
と
L
7
J
J
、
以

下
の
似
つ
の
報
々
ー
ヰ
一
を
代
古
t
ム1
J

た

・
「
這
F
R
U
泊
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
フ
ケ
ィ
プ
ャ
ー
及
ぴ
関
連
す
る

H

？
ピ
ス
の
新
ー
ノ
い
フ
レ
ヲ
ム
ワ
下
ク
に
関
す
る
ー
ミ
ム

戸川一

〆
一
工

i
t

メf

!, 

戸、
、i

dνノ、

九
九
九
刊
ゴ
、
、
z一
二
ケ
レ
ピ
ュ
」
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E 土i
U 行
l：： υ7 
j; 7 

る l

イジ I 
jレク
フの
ン導

t一一 ’ヘ問所
すに
る 悶
y す

不る
第

トHiJi 
片手く

百合

．1

周
波
数
符
型
政
策
の
次
の
ス
テ
ノ
プ
仏
関
ず
る
コ
ミ
コ

［

L
［
一

j
j
7
1
 
一
月
に
先
七
仇
さ
れ
た
「
九
九
九
刊
1

～、
L

二
ケ
レ
ヒ
デ
！
」
に
お
い
て
欧
州
一
れ
な
員
会
山
川
、

E
U
の
通
告
古
川
場
の
白

訂
化
ζ

北
山
山
、
及
び
グ
イ
子
、
、
、
ッ
ク
で
ロ
（
に
読
勺
4

的
な
情
出
司
会
の
創
造
小
ぺ
欧
州
の
的
ノ
戸
ハ
ペ
強
に
に
な
る
1

｝の

mV
戸
内
ー
に
氾
わ
規

引
フ
レ
ー
ム
吋
ケ
丸
戸
し
の
た
け
町

η
政
策
h
引
法
一
条
中
一
行
い
、

R
U
河
外
か
ら
の
パ
ゾ
り
ゾ
ク
コ
メ
〆
ト
キ
一
本
め
～
口

、
」
の
コ
ミ
コ
ニ
ウ
L
ピ
ー
ー
は
、
以
ト
を
規
制
心
1
4
原
則
と
し
て
新
し
い
規
制
の
プ
レ
i
山
ワ
ク
を
棋
を
化
し

司ド、↓ゅのった
c

－
司
一
昨
仲
に
ど
設
さ
れ
’
に
政
策
日
－
療
に
基
づ
く
、
」
と
c

e
M
M州
は
は
探
の
実
現
に
艮
小
限
mv
も
の
と
い
J

る
こ
と
一

・
法
的
な
伴
実
件
吉
一
回
一
両
め
る
こ
と

－
川
悦
術
的
、
ど
中
山
一
件
ー
を
め
ざ
す
こ
L
Y
n

・
淀
川
手
れ
γ

司
法
制
に
刻
、
し
、

川
能
な
十
収
ρr
効
果
的
に
納
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
υ

さ
ら
い
円
ハ
体
的
μ

は
以

F
十一同
J

く
子
二
ー
一
い
る

v

ま
ず
い
仇
米

つ
の
決
定
に
よ
り
構
成
し
、

円
あ
っ
た
電
気
迫
い
問
述
指
令
を
J
H
つ

つ
の
規
則
及
び

E
U
の
川
滑
川
刷
を
大

怖
に
笥
素
化
し
て
、
日
山
間
白
川
崎
削
除
関
心
任
持
、
主
任
、

（
顕
著
な
古
川
場
支
配
力
）
を
舟
つ
事
去
釘
に
討
す
る
川
況
判
刷
、

ー
円
場
仁

S
M
P
 

お
円
る
競
争
状
況
の
分
析
「
続
、
事
業
者
向
日
紛
hp手
続
可
、
情
報
γ
J
h
川
市
場
に
お
け
る
uA削
ル
ル
等
の
づ
ノ
レ
i
山
ワ
l
ク
を
ρ
止め G) 
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F
Uし
「
r

引
判
げ
円
、

メ
デ
ィ
工
融
合
へ
の
政
策
に
h
L
い
て
は
、
従
交
の
通
い
い
、
放
送
と
い
う
折
け
で
は
な
く
、
永
ヅ
ト
ワ
ク
、
ト
ー
ピ
ス
、

ン
一
ア
ン
y
に
八
γ
け
て
メ
デ
ィ
ア
棋
断
的
ピ
段
り
扱
っ
て
い
る
、
ま
「
電
気
通
七
吹
A
r
む
J
叫

pf一
壊
れ
慨
ふ
い
JE設
定
し
、
こ
れ
を
民
信
汁
i

ザ
一
ス
斤
収
透
サ
ー
ヒ
ス
を
市
仕
立
ノ
ア
尚
一
位
汁
ヲ
じ
ス
〆
」
、
温
C
K
ス
ッ
卜
η
ー
ク
こ
政
再
ス
ソ
卜
η
ー
ク
キ
ム
円
台
高
了
通
伝
不
y
ト
ワ
ー

ク
に
分
類
し
、
い
れ
ら
を

,'it 
i主

り
υ村
山
制
ζ

ず
る
守
｝
／
一
を
提
附
し
て
い
る
」

cccι
小
六
月
心
ブ
乙
イ
ワ
サ
ミ
ゾ
ト
で
丸
山
戸
さ
い
し
合
に
去
百
ア
ク
ン
ョ
〆
ブ
一
ノ
／
小
紋
ω仇
さ
れ
、

九
九
九
年
「
て
ミ
工
二
与
’
レ

、
ー
マ
ク
セ
ス
＼
一
認
一
司
」
、
「
ユ
二
パ
サ
ル
汁
i
ピ
ス
ヘ
一
戸
ア
i
タ
係
議
ー
と

I
Jつ
れ
つ
の
品
情
ん
い
JUγ

二一

一山一

ひ
っ
一
年
心
で
き
る
だ
け
円
い
時
期
に
、
一
競
争
指
ヘ
ー
を
つ
つ
午
求
互
で
に
採
駅
「
べ
き
だ
と
止
に
一
戸
し

←／ 

方
述
）
、
続
く
こ
へ
－
O
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。
年
仁
丹
に
ぽ
、

五
じ
の
清
報
通
p
h

円
関
連
法
規
定
V
統
合
、
街
哀
化
す
る
と
は
炉
心
規
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

L
L
了
入
札
九
年
「

～
：
一
一
一
ケ
レ
ピ
ム
ー
が
従
二
μ
す
る
ア
ゃ
い
つ
の
指
令
J

ぺ
の
川
崎
引
を
作
成
「
る
、
」
と
を
ほ
机
L
h
l一

別II ,,;: 
什
委
員
ノ、

bま

（、

一月、

U
一
心
方
針
む
下
、
ま
ず
一
ロ
ー
カ
ル
ル

l
プ
へ
の
7

ン
バ
ン
ド
ル
ア
ク
セ
ス
に
伐
す
る
規

セ
ハ
記
め
に
一
ー
次
い
で
一
ロ
コ
二
T

戸
川

H
f判
ー
た
h
h
沼
制
フ
レ
ー
ム

7
l
ク
の

ヂ
ハ
一
八
－
ー
ア
ク
己
フ
ハ
持
令
」
、
「
認
可
指
令
、

1

枠
組
（
フ

ν
i
ム
ワ
ー
ク
）
持
令
、

1

二
ニ

パ
？
サ
ル
汁
i
ピ
ス
札
制
」
校
び
い
「
話
線
山
内
波
紋
伏
一
以
」
の
採
択
主
行
い
、
続
い
て
ゴ
川
口
一
年
七
月
に
「
デ
ー
タ
保
志
邦
和
」
、

k
Hに
は
「
紋
ハ
一
指
へ
μ

J
乞
採
択
、
二
従
誌
の
指
へ
を
統
合
ト
ゆ
る
λ
コ
の
指
令
と
ん
叫
耕
一
司
波
紋
決
〈
、

3
4
r
r
、

1
J
 

ー
ロ
ー
カ
ル
バ
i
プ
ア
／
ハ
〆
V

ル
規
制
－

京
支
出

d

進
め
ら
れ
、

一
行
一
一
月
じ
弓
に
、

口
、
カ
ル
ル
ー
プ
ノ
ア

ν
パ、
f

ド

ル
規
則
の
人
つ
の
規
制
か
ら
な
る

引
f

ア
レ
ー
ム
パ
ッ
ケ
7

、ノ

め
る
い
は

1

、｛

η

河田町
7
J
F

門
む
規
制
パ
ノ
ケ
？
ジ

〔〉
（一、

戸

7
2引

ヤ
立
、
三
三
2
r
p当
｛
山
岳

Jq25d
門

C
5日
E
Z
Z
F
P
4主
｛
H
M
｛
3
2
5
5
h
t
m
gユ
〉

f
C
2
戸
内
内
一
山

2
4完
主
〕
が
完
点

γ

る

一
九
八
九
午
体
制
が
、
独
l
け
か
ら
ゴ
由
化
ん
と
ゲ
さ
じ
、

4
に
川
市
場
に
有
対
日
…
一

νを
も
～
～
ら
す
条
件
を
笠
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た こi
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の
に
い
れ
し

。
。
二
r

、
ソ
ケ

l
Jン
は
、
瀧
丘
中
山
促
泡
の
た
め
の
通
信
市
場
校
予
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
ご
と
を
め
ぎ
し
た

J

ま
た
ふ
九
八
九
4
1
の
「
完
全
自
刀
ル
川
指
令
詰
？
る
ま
5
の
屯
ノ
丸
週
初
政
位
一
は
目
、

丘
町
域
内
の
調
和
を
は
市
三
妥
続
三
域
内
に
心
配
け

百合

る
立
川
U

決
t

に
の
遅
れ
lpγ

認
め
る
ト
力
針
で
あ
コ
Z
J

～
し
そ
れ
は
技
術
発
似
の
所
一
定
や
z
川
場
探
境
の
変
ル
ー
か
い
ん
校
的
緩
や
し
m
’
な
時
期
に
わ
い
て

主

14E
ニ
コ
ニ
て

［
一
い
い
ム
コ
J

チ

ア

カ

市
場
の
城
境
が
激
中
ー
し
に
い
く
時
期

ね
符
の
進
広
μlv法
主
汁
川
イ
〆
夕
、
不
ぃ
ト
や
携
の
白
話
？
F
A
必山』止に並日及ー

に
お
い
て
は
、
通
信
政
信
の
策
定
に
時
判
を
か
け
て
、

E
U
N川
盟
問
の
長
田
与
税
を
行
う
〆
一
羽
交
こ
手
際
一
ず

J

る
乙
い
う
こ
ζ

か
ら
、
欧

州
委
只
公
は

九
九
九
↑
寸
の
7
4

ミ
ュ
ニ
ケ
レ
ピ
斗
》
ら
お
よ
ア
て
二
午
で

ι九
八
白
小
川
尻
引
体
系
の
改
止
を
行
た
と
い
う
市

F

十一Zr一川

政
策
実
ぬ
の
「
ス
ピ
ー
ド
化
i

で
、
市
場
の
急
速
は
変
化
に
対
L
U
L
b
J百

ー
一
三
一
し
改
疋
は
、
規
制
政
策
の
戸
人
施
に
つ
い
亡
は
、

E
U
加
盟
ヨ
に
汁
し
こ
ー
へ
き
な
訳
出
を
μ
j
え
る
等
、

立
じ
域
占
川

4

の
訓
布
化
し
〈
市

け
%
の
変
化
へ
の
社
心
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
↑
嵐
1
て
レ
る
c

な
お
叩
盟
何
し
は
、

二一
r
J
C＝
甘
七
対
二
川
川

r

づ

l
タ川
λ
議
出
白
人
す
は

。
一
足
J

O
月
二
一
日
）
吉
期
限
と

L
て
！
ハ
つ
の
新
信
々
に
つ
い
て
白
山
い
伝
ル
ー
す
る
設
持
を
負
う
も
の

ν

統
合
さ
れ
た
指
令

ーピヤ
μ
六
に
不

f
c

ゴ氏

／ 

一
コ
コ
午
一
ア
レ
ー
バ

f

ケ
、
〆
ァ
M

A

い
ご
悦
介
さ
れ
た
桁
人
事

前k

先
一
一
小
作
へ
－
比
仁
一
／
巳
（
〕

（
R
M也
川
λ

引
い
一
一
八
七
／
一
じ
二
／
E
E
C」

E
R
H
A
t
n
h
升
’
守
一
、
九
〉
士
山
川

F
E
仁一

D
E
仁
i
叶
ん
へ
九
一
，
／
二
ヘ
4
l
／
E
E
仁）

b
p
f
5
4
1
1
L
一
七
ヘ
ノ
／
九
七
／
E
（
一

ん

イ壬

時一

’、

月l' 

f
れ
紅
ヒ
川
令

へ
の
ハ
二
／
二
／
R
C

パ
い
刊
つ
杓
一
泡
舟
令
ヘ
九
ハ
、
／
パ
七
／
E
Fいじ）

訟
い

4

折八一

。
つ
二
／
／
二
一
／
R
C

（以人法学i＂＂に 10，、判的、20](1 j c 

／、

＼ノ
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以
下
、
二

O
O
E
一ア

ν
コ
ム
パ
ソ
ケ
l
ン
の
内
有
JY
示
す
ハ

ロ
i
l
i

－
－
カ
ル
ル
i
ブ
ア
ン
バ
ン
ド
ル
規
則

レ
ポ
だ
鼓
争
が
注
入
で
い
な
い
ロ
ー
カ
ル
凶
線
市
場
に
お
い
て
、
競
争
力
の
あ
る
価
格
さ
丙
述
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ト
ア
ク
セ
ス
の
利
用

み
」
進
め
る
長
短
の
？
段
と
、
）
亡

口
v

ー
ヮ
ル
レ
v
t
y
p

ア
シ
バ
ン
ド
ル
規
則
を
導
入
、
℃

。（U
年

刀

は
か
ら
加
盟
凹

本
国
則
の
は
的
は
、
日
同
づ
ナ
ー
閉
じ
作
サ
ー

e
ス
心
広
範
凶
に
わ
た
る
競
争
的
な
舵
供
を
促
進
す
る
た
め
に
、
日
入
荷
［
川
親
＼
の

γ
ン
パ
ン

ド
ル
さ
札
ト
、
ア
ク
セ
ス
の
に
氏
の

ψω
刊
の
と
れ
た
条
引
を
設
定
し

ロ
カ
ル
通
信
山
地
に
お
日
る
M
F
4
f
を
強
化
し
、
斗
法
的
革
新
を
仰
に
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＂児

と
て
あ
る
と
さ
れ
に
わ

S
M
F事
業
者
は
相
互
般
紙
約
状
を
公
表
「
る
こ
と
、
ま
之
、
他
の
通
お
事
業
主
い
に
釘
し
て
、
汲
明
、
公

正
、
非
パ
エ
キ
別
な
条
件
で
片
官
給
す
る
こ

t
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
出
盟
問
規
制
機
関
は
、

公
14か
っ
持
続
可
能
な
い
校
？
を
促

F
弐
務
を
色
「
コ

百合

亡
い
る

ν

阿
川
述
の
乙
山
戸
5
v宮
内
立
は
「
イ
ノ
タ
ホ
／
ト
日
ク
セ
ス
に
、
氏
コ
ス
ト
立
高
速
ス
ノ
ト
ワ
ヲ
う
を
利
応
で
き
る
よ
λ

に

U
A
汁
仙
怖
が
お
げ
つ
れ
て
い
た
が
、

E
U
日
間
凶
は
口
、
！
カ
ル
ル
／
F

ン
川
シ
ド
ル
規
則
を
川
い
で
、

そ
の
日
惇
汁
一
J
止
の
た
め
に
、

五
に
民
話
叫
線
を
使
っ
た
古
可
い
F
J
I
／
タ
下
ゾ
ト
ア
ク
ヤ
ス
と
あ
る

D
S
L
（
ロ
苦
言
｝
出

5
2コrnv
ニ
E
Z
－4
訪
日
投
や
仰
に
す
等
、
法
制

倒
的
以
市
子
、
β
ι
戸
川
政
MAを
宇
ヘ
疏
I
J
七
n

）
州
い
線
川
周
波
数
決
定

E
F加
盟
判
に
お
け
る
電
波
町
J
没
刊
誌

γ前
日
て
さ
ら
に
訴
花
さ
せ
、
ま
た
屯
波
ハ
プ
切
や
お
な
笥
川
を
句
准
亡
、
周
波
数
取
引
市
場
官
銃

設
す
る
た
め
、
切
開
凶
代
！
k
l
L
q州
委
員
会
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
電
波
長
員
会
（
同

Eho
山
河
内

C
Z
E
P
J
5
5
5
z
（
山
♂
設
げ
を
規

定
し
て
い
る

v

欧
州
委
員
会
は
、

透
川
叫
な
技
術
的
完
治
山
川
底
ピ
屯
波
妥
長
会
に
山
刊
託

L
、
い
え
か
叫
る
と
ス
ULLγ
ム
引

な
お
、
決
だ
と
い
う
性
質

，，占
" 
l亡〉

指
令
、
り
よ
円
九
人
工
加
mm凶
が
一
定
期
間
山
川
に
川
内
点
化
義
務
を
白
う
も
の
で
は
h
b
いハ

収
間
川
1
／
し
て

一
）
枠
印
刷
出
円
令

Z
L
j
涌
信
イ
〆
ブ
ソ
！
と
関
連
す
る
汁

i
ピ
ス
の
た
め

的
な
規
制
の
い
行
総
で
、
J

叫
pf一
壊
れ
サ
ヲ
ー
ピ
ス
、
高
了
通
信
、
ス
句
ト
ワ
i

ク
、
問
所
設
備
、
関
述
べ

7
iピ
ス
に
悶
｝

J

、
む
設
な
明
怒
川
に
す
る
J

同
時
に
、
川
県
周
波
削
機
関
の
任
務
自
主
任
、
円
、
J
M
P苧
山
一
川
岩
規

制
、
市
場
に
お
け
る
説
明
4

状
況
の
分
析
手
続
、
事
業
有
司
の
紛
争
制
伏
子
続
等
の
規
制
を
｛
ι
め
て
い
る
、

こ
の
い
話
人
い
の
特
徴
、
7
v
て
以
、
ー
の
諸
山
一
ー
が
あ
る
。

－
メ
デ

q
r
y
t質
問
的
規
制

仁
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パ
九
一
人
4
規
制
体
系
に
お
い
C
は
、
規
制
の
範
囲
が
「
竜
丸
団
信
分
野
と
し
て
規
定
さ
れ
て
白
日
け
、
例
え
ほ
通
信
や
枚
、
店
等
制

別
的
メ
デ
ィ
ア
こ

t
に
禁
制
が
行
会
わ
れ
て
い
た
戸
子
人
な
わ
ち
古
米
週
初
イ
ン
フ
ラ
と
す
ピ
ス
に
別
々
の
ル
ル
が
迎
い
い
川
さ
れ

t
い

と
の
で
あ
る

v

し
か
し
、
一
」
心
桁
凡
で
は
ず
べ
て
の
電
気
強
p
f
L
ブ
ラ
乙
ナ
i

ピ
ス
主
力
什
九

川
沈
没
は
長
気
通
信
に
4

ま
れ
て

い
な
か
っ

f

「
放
送
」
を
も
ん
子
力
、
新
止
な
紙
r
b

乙
で
あ
る
「
［
一
川
7
7
一
一
信
分
野
に
規
制
の
利
回
が
変
一
見
手
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
江
川
又

通
伝
か
円

J

百
i
通
信
ヘ
机
人
，
U

を
い
札
張
？
に
淀
川
常
電
気
域
信
の
泊
判
例
範
例
外
こ
し
て
別
の
指
へ
ー
に
よ
り
規
制
さ
れ
し
い
ん
一
枚
込
機
町
内
y

放

サ
沿
い
伐
店
サ
ピ
ス
が
い
ぬ
ー
～
に
沼

f
h治
h
川
ピ
折
、
円
込
ま
れ
、
司
の
地
J
M

恥
て
規
制
大
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
ゲ
「
村
長
。

一日一

こ
の
市
子
3
h
m
は
、
そ
れ
ぞ
れ
逗
r
j
送
信
、
不
ソ
ト
ワ

i
フ
、
二
M
V
I
込
ι山
リ
サ
ピ
ス
に
分
日
J

し
れ
｛
疋
了
六
さ
れ
る
が
、

こ
れ
九
に
同
じ
ル

ル
デ
ヰ
湿
川
刑
す
る
し
つ
ま
り
で
内
定
、
モ
バ
イ
ル
、

ケ
l
ヴ
凡
ア
レ

ν
の
河
、
れ
で
ふ
～
ろ
有
、
β
、
ま
に
、
出
U
げ
で
あ
ろ

hiu池
一
で
あ
ろ
当
パ
炉
、
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内
ゐ
／
μ
U
J

ト
ノ
ー
ビ
ス
か
様
々
以
伝
氏
、
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
ヒ

よ
レ
こ
と
と
し
、

メ
デ
J

r

で
は
な
く
そ
の
サ
l
ピ
λ
こ
と
に
閣
】

メ
ア
ノ
ア
判
明
V

則
的
規
制
一

ぺ
主
り
伐
能
的
に
同
等
と
認
め
ら
れ
る
サ
l
ド
ス
に
つ
い
こ
は
利
用
さ
わ
る
技
術

制
す
る
こ

LfL
一L
七

げ
か
叫
ハ
な
っ
て
い
て
も

R
t苅
制
J
T
M
4
F
と
い
う
の
で
ι
め
る

J

例
え
ば
、
無
線
不
ソ
N

ワ
l
ク
に
は
ι川
校
数
配
分
規
制
刷
、
ム
判
的
杭
「
一
ッ
ト

ヴ

i
ク
に
は
い
松
町
山
敷
設
権
堤
制
1
4
い
っ
た
久
I
R
一
門
的
達
い
は
あ
る
が
、
通
常
心
京
ケ
布
団
紋
で
あ
ろ
う
が
、

v
o
I
F
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト

ト
の
存
店
シ
ス
テ
ム
）
で
あ
ろ
う
が
計
七
円
周
忌
上
了

i
ピ
ス
と
し
と
れ
費
者
に
同
等
、
ω
終
版
七
提
供
す
る
な
ら
、
げ
川
り
〕
滋
制
に
同
附
す
る
も

の
と
さ
れ
介
の
で
あ
る
に
一
子
れ
は
、
イ
／
ヤ
？
ー
ホ
ノ
卜
の
雪
地
な
党
日
以
に
よ
り
斗
H

戸や一｝ノ
y

！
タ
通
信
r
い
っ
た
、
仏
経
な
サ
ー
ビ
ス
が

－2
2
5
手
c
t
n
c
r
い
松
市
で
同
ヒ
イ
シ
フ
フ
ケ
乗
る
こ
と
に
よ
一
六

のい政
r
古
や
通
信
十
と
い
っ
土
メ
デ
ィ
ア
ト
切
り
規

斗円ヒーロー

制
体
系
て
は

J

八
伺
い
を
欠
吉
、
新
じ
い
サ
ー
ビ
ス
へ
の
刻
泌
が
囚
wK
／
一
な
り
、
抗
予
を
礼
士
川
、

J

、ん
rh伎
の
技
術
up剖
の
日
を
が
み
か
ね

江
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
υ

ま
亡
、
」
心
枠
組
は
、
肉
中
C
K
の
泌
を
規
制
仁
川
之
、
日
以
去
や
2
4
J
M炉
心
コ
シ
一
ブ
シ
ツ
ぬ
制
と
分
一
一
「
る

／
）
い
う
原
則
に
基
づ
い
と
い
る
（
7

ン
吋
ン
ア
規
制
心
分
減
）
。
た
た
L
、
政
送
サ
ピ
ス
や
金
融
サ
〆
一
ワ
ハ
コ
ン
一
f

／ソ

Evyト
J

バ
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＂児

ン
キ
ン
グ
泣
守
）

の
よ
う
な
電
p
ナ
通
行
人
i

ソ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
似
い
さ
れ
る
電
子
通
信
刊

l
ピ
え
の
コ
シ
｝
ン

y
は
ギ
指
令
り
点
制
い
い
川
象

社
J
／一ノ亡
J

る

J

－

1
i
i
 
表
i
参
町
山
）

v

百合

Jc 
[; 

f
－

ん

r
A
叫
化
指

P
7
0
川刈主

M
K
制
材
製

主
了
通
信
り
ピ
ス
宅
七
三
向
戸
川
サ
ー
ビ
ス
、
様
々
な
7
7
七
ス
吋
ピ
ヌ
寺
一

用
品
了
辺
信
、
，
J

ト
ヲ
ク
尚
昆
、
ヶ
7

ノル

V
L
ピ
制
、
注
上
判
明
、
放
持
制
等
ι

川
札
制
」
た
さ
叶

相以送
1

〆
一
ア
シ
？
ノ
、
主
叫
川
れ
ピ
フ
へ
等

γ
「

主

M
F事
業
者
基
準
心
改
定

市
場

ι
ぉ
日
る
非
対
称
川
一
山
川
州
叫
対
象
で
あ
る
3
H
A
P
半
業
者
集
準
も
改
山
さ
れ
た
c

L
古述山一

九
九
八
司
規
制
体
y
ポ
で
の
S
H
A
ド
の

市
境
問
訟
の
初
期
段
府
に
お
い
て
は
平
前
規
制
の
草
川
幣
ー
と
し
て
有
劾
で
d

め
っ
た
が
わ
ず
か

可
ほ
ど
で
さ
ら

的
と
と
っ
た
市
川
内
に
は
迎
合
し
た
く
な
っ
た
た
め
、
枠
制
相
指
八
J

主
治
一
何
条
は
、

日
M
F
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
第
八

条
に
お
け

る

h
場
支
配
万

一
が
は
市
子
注
信
分

ruに
お
い
て

一一h
山市川二片山っすナ紅二川亡、

i
i
b
i

－

l
h
 

と
〕
円
円
仙
の
｛
て
長
に
ん
久
克
L
ーだ

ハ
ザ
ル
寸
汀
同
右
の
規
制
士
一
応
J
H
し、

E
U
絞
争
よ
い
の
一
般
的
技
争
ル
ー
ル
に
収
殺
さ
せ
て
い
く
立
凶
か
ら
と
あ
る
ハ

ガ
イ
？
フ
イ
ン
で
は
、

心、一

M
F
A
準（
U

つ
と
い
て
例
、
え
ば
市
場
、
ン
コ
ア
ん
ど
お
げ
て
い
る
が
、
従
来
の
相
h
長
縦
指
令
写
で
規
定
さ

れ
て
い
た
二
斗
%
か
、
り
、
凶
心
出
以
上
の
場
合
に
、
出
制
ね
市
山
句
人
一
配
力
の
地
位
に
あ
や
二
L
亡
い
司
令

v

止
だ
し
、
公
μ

一一回ト
2
0市
場
環
境

に
柔
軟
い
汁
b
す
る
た
め
、
刀
イ
ド
ラ
イ
ン
、
幼
ιμ
予
の
非
拘
点
指
霊
も
と
っ
て
い
ゐ
）

省
出
町
川
川
同
規
制
刷
機
関
義
務
山
川
定

－
j
5
1
、

F
ム
ハ
ド
k

h
u
日
開
国
は
、
百
ノ
ア
尚
一
巨
大
ノ
ト
ワ
ク
ム
J

を
提
供
し
て
い
る
組
織
を
、
日
山
口
叫
削
機
関
か
ら
法
的
に
分
離
L
、
独
リ

性
を
担
保
し
広
け
れ
ば
な
、
コ
ば
い
u

ま
ん
＼

E
U
M胤
間
同
は
、
欧
州
安
門
司
会
か
必
要
、
三
U
J

る
情
報
を
痔
供
「
る
表
取
引
が
占
め
る
し
守
か
想
定
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さ
れ
と
い
る
d
S
M
F
市
下
主
者
点
制
の
川
川
に
、
市
民
明
分
析

1
v折
、
事
業
者
間
の
紛
了
解
決
I
U
K
に
つ
い
て
規
定
し
ず
お
り
、
ま
れ
ヘ
中

幸
ん
考
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
亡
は
巨
い
抗
争
法
の
原
則
に
従
う
こ
し
r
と
市
三
有
効
に
投
与
が
機
能
ν
て
い
な
い

t
判
断
さ
れ
た
市
場
ピ

の
ゐ
い
す
引
規
制
を
一
叫
用
、
ー
そ
の
他
の
市
場
は
涼
則
的
に
叩
ヂ
ル
絞
引
札
制
こ
「
る
ζ

犬
、
れ
て
し
る

f

山
川
町
且
同
規
制
機
関
心
諸
説
と
3

三
1
1

一花

Q
U
M
P
事
正
一
ぺ
有
規
制
が
あ
る

J

山
川
町
叶
且
同
規
制
機
関
は
、
欧
州
一
八
竜
門
以
山
町
子
日
制
μ
一
L
J
る
い
草
刊
に
よ
る

谷
市
助
に
い
U

い
て
校
勺
が
幼
来
的
に
鳴
い
て
い
る
か
を
判
断
し
、
競
争
カ
効
果
的
に
掛
引
い
て
パ

L
Yい
と
判
断
し
七
場
合
に
は
、
刀
、
の
市

ぬ
に
お
け
る
H
M
P
事
業
者
を
桁
定
L
、
資
本
潟
係
の
な
い

川
以
上
心
事
業
者
か
け
坊
さ
認
副
的
日
行
引
を
ζ

打、

区
競
争
的
は
結
果

が
ぺ

i

じ
と
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
を
い
ハ
刊
で
支
配
力
を
令
」
つ
る
と
認
定
一
G
J
γ

句、ニ
C

れ
亡
い
る
。

川
以
】
の
1hh
つ
に

一
九
九
一
八
可
山
胤
制
体
系
で
は
、
切
出
川
レ
」
山
胤
却
後
誌
は
、

s
H
A
P事
業
者
に
対
し
と
指
令
で
氾
め
ら
れ
戸
～
山
胤
叫
引
を
諌

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

ず
と
J
7
J
て
い
と
、
」
と
と
比
べ
る
と
、
加
侵
出
規
制
川
崎
町
民
ん
ら
故
口
百
三
弘
l
A
し
し
い
r
匂
一
ー
か
［
、
裁
問
中
心
位
十
へ
は
、

E
U
域
内
心
統

さ
れ
ど
治
信
政
策
立
脅
か
ナ
ノ
汚
れ
も
あ
る
た
め
、
枠
組
桁
八
J
C
第
じ
JK
には、

回
出
国
規
制
機
関
〕
川
士
の
控
A
M
や
加
盟
国
同
判
刷
機
似
し
〈
欽

州
委
口
会
と
の
岬
一
携
吉
五
回
向
す
る
こ
J
で
域
内
政
抗
日
調
和
化
ど
川
町
、
裁
同
中
い
桜
の
桁
仏
大
と
統
一
き
れ
よ
J

通
信
政
抗
の
町
立
の
パ
ラ
ン

え
を
と
汁
て
い
る
例
え
ば
、
加
盟
凶
規
制
機
関
が
S
M
F
の
分
析
及
び
認
定
J

ケ
ヤ
一
ノ
場
合
や
、
加
山
肌
凶
悶
心
迎
尚
二
影
響
を
及
ぼ
す

措
直
を
行
号
場
合
は
、
他
の
加
川
肌
凹
規
制
機
関
及
び
d
M
件
吾
川
公
品
交
の
今
村
ん
ど
通
知
し
怠
け
れ
ば
と
ら
な
い
と
い
、
他
加
盟
岡
山
－
規
制

搭
一
戸
主
相
川
い

ru校
で
き
る
、
て
つ
に
し
て
い
る
し

、
凶
）
認
可
指
令

十
円
山
仰
絞
与
に

t
Q
メ
リ
ッ
ト
令
市
宇
よ
白
ぐ
出
品
目
有
の
双
方
に
4
た
L
J
r
J
亡
の
、
成
門
晴
子
通
円
相
i

円
場
へ
の
事
業
者
の
新
川
胤
参
人
人
M
Z
W
廿

円
切
に
し
、
域
内
市
場
に
お
け
る
百
ノ
ア
尚
一
巨
大
ノ
ト
ワ
下
ク
ヤ
統
一
的
な
汁
2

ピ
ス
を
剣
山
円
促
進
」
J

る
た
め
、
許
認
町
一
の
川
品
川
則
改
び
条
件

の
ぷ
イ
械
化
、
殺
和
化
を
行
う
こ
ζ

を
イ
オ
途
と
し
て
い
る
。
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＂児

パ
九
一
人

4
規
制
体
系
に
お
い

C
は
、
斗
出
気
通
信
事
業
に
初
一
札
参
人
、
し
よ
う
と
す
る
事
業
甚
は
、
市
中
、
品
川
ゎ
亡
」
と
に
谷
回
り
点
制
機
悶

か
ら
個
別
山
門

j
J
と
孔
得
、
）
伝
日
れ
ば
な
り
な
い
の
が
般
的
で
あ
コ
た
が
、
一
」
の
エ
一
品
川
は

そ
れ
自
体
が
煩
ー
唱
な
ど
円
で
な
く
凶
予

百合

と
い
’
児
一
副
M
7
J
件
が
川
大
な
る
一
」
と
か
、
コ
大
き
な
司
会
人
障
問
慨
に
な
っ

E
い
z
l
h

し

本
川
犯
人
い
で
は
、
個
々
の
新
川
崎
、
亨
人
事
来
者
ば
、
希
少
資
源
で
あ
る
山
線
川
波
数
、
電
話
詐
号
、
統
路
穀
一
政
権
（
公
ぷ
事
業
料
棒
）
仁

「ノ、
1

J

I

、＋」い

ν

！
lu

一

f
t

出
羽
川
凶
規
制
刷
機
関
か
ら

J

日
／
）
み
な
さ
れ
る
均
台
に
限
二
I
L
m
判
別
利
用
権
を
ア
ノ
バ
ン
ド
ル
化
し
た
「
個
別
間
ロ
ョ
ヘ
九

前
）
」
を
交
け
な
け
れ
い
な
ら
は
い
が

qu下
通
信
、
ソ
小

J

ト
ワ

i
hげ
ま
た
は
刊
サ

i
ど
ス
の
提
供
に
同
却
し
て
は
か
別
認
刊
で
は
な
く

－mAν
コ今】「包

t

が
な
さ
れ
る
こ
ζ

と
な
り
、
加
問
庄
は
這
P
1
4～ι川
サ
ー
ビ
ス
乙
不
プ
1
ワ
ク
の
～
認
可
ピ

鳴
し
と
般
認
証
ん
と
行
う
義
務
官
仁
川
ト
つ
こ
と
に
な
っ
た

η

一
般
認
可

と
ぽ
宇
業
舵
仏
中
筏
わ
お
染
者
に
対
し
て
一
般
む
に
認
さ
、
れ
る
条
件
宮
崎
し
心
訟
司
て
あ
る
一
条
件
に
は
、

FhJ渓
用

性
の
碓
川
町
、
香
川
す
へ
の
7

ク
ゼ
ス
ハ
V

叫
何
回
目
、
環
境

J

以
恥
い
の
剛
丈
付
の
進
一
I
、
個
人
－
ァ

l
タ
む
向
コ
！
車
、
泊
費
持
の
保
護
、
災
市
山
崎
心
訟
急

i［主

ま
に
、
逗
子
店
街
、
ャ
イ
y
v
内マノ

I
ク
や
可
l
ピ
づ
へ
の
淀
川
い
を
爪
始
し
よ
F

っ
と
す
る
宅
業
高
は
京
一
北
川
の
際
に
、

加
問
L

凹
点
制
機
闘
か
、
り
事
菜
、
り
広
明
間
を
山
女
求
き
れ
る
均
九
円
が
あ
り
、
新
規
参
人
事
主
主
は
、
会
社
民
り
川
村
番
ロ
勺
、
事
業
喜
の
－
円
高
恒
ψ
I吾、

事
業
者
の
作
所
、
人
t
y

ト
ワ
ー
ク
ま
た
は
ナ
i
ピ
ス
の

開
始
予
定
弓
h
十
事
業
開
始
に
、
必
裂
な
村
耕
JY各
国
の

yd削
機
悶

に
届
出
る
1

）い

（
認
川
桁
A
2
4
一
一
条
符
刷
、
）

j

J

l

i

：、

入
札
J

れ
1
ζ
ノ

7V

与
の
日
出
に
対
し
て
各
凹
の
規
制
機
関
は
明
一
小
的
な
決
定
ゃ
拘
専

み」「
hJK
わ
作
品
い
ご
ヲ
と
と
さ
れ
C
い
る
し

ム力

γ

ク
セ
ス
冶
山
〈
I

ア
ク
じ
ス
指
ヘ
μ

（
ま
だ
は

γ

ク
セ
ス
ノ
／
相
川
」
川
長
続
冶
〈
l

）
は
、
日
／
ア
通
信
ム
ア
ト
リ
ー
ク
ヤ
同
法
設
備
に
対
「
る
、
事
業
布
川

の
ア
ム
マ
七
ス
や
そ
の
い
作
互
援
続
t

～
つ
い
て
、
事
業
持
の
ヰ
列
、
義
務
、
仲
初
滑
ん
い
に
某
づ
く
S
M
P
事
業
お
規
制
等
の
加
盟
一
件
に
よ
る

（以人法学i＂＂に lG.、日2:zorn 1 ' 



判州
h
刊の
1
／
れ
た
規
制
の
法
池
小
を
定
め
て
い
る

P

び
ク
セ
ス
t
判
互
接
続
に
閑
L
C
は
、
涼
則
と
、
亡
し
叫
す
ヰ
究
者
間
の
交
法
に
よ
る
け
に
閉
山
盟
国
規
制
機
関
は
、
当
該
当
一
発
さ
い
い
持
続
約

款
の
公
：
立
す
し
れ
Y
求
で
き
る
と
〕
て
い
る
ご
そ
し
て
、
こ
の
世
壮
ザ
約
款
に
は
、

ナう
i

ピ
ス
に
必
支
で
な
い
設
備
に
対
v
二
ー
よ
す
一
業
者
が
支
私

い
を
安
山
Jyrれ
な
い
た
め
の
ア
〆
パ
ン
ド
ル
を

川M
W
ニ
ヲ
ズ
に
従
っ
た
構
成
要
素
に
分
預
さ
れ
ナ
ー
メ
一
寸
一
の
他
、
判
会
を
ん
は

む
関
連
条
件
に
つ
い
て
本
記
萩
7
r
，G

吉
一
ぐ
さ
れ
て
い
る
コ
士
三
、
引
良
川
円
規
制
機
関
は
適
切
出
一
ケ
七
ス
、
出
刑
rH
奈川品川、

汁

1

手
じ
ス

の
桔
h
L
u
Eハ
用
性
会
一
奨
励
、
確
立
す
る
こ
と
に
ふ
り
、
統
治
効
ゑ
や
持
続
可
能
な
投
下
を
促
進
L
て
、
旧
安
者
に
h
h
ベ
の
刊
訴
を
ル
ザ
枕
い
す
る

義
務
が
あ
る
、
、
し
て
い
る
口

まん一
S
H
A

ド
ド
川
長
者
に
対
l
ご
は
、
そ
の
拝
む
の
不
ッ

P
ワ
l
ク
や
均
連
山
崎
怖
に
対
ヲ
ξ
ア
ク
セ
ス
や
使
用
に
対
「
る
合
計
約
な
山
女

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

自
に
め
え
る
義
務
が
引
却
さ
れ
て
し
る
。

、／
ノ＼

て
一
パ

1
L「
ノ
ル
ド
廿
ノ
ー
ビ
ス
指
令

斗
一
一
パ
ー
ト
ー
ル
ザ
l
ピ
ヌ
旧
作
ん
ぺ
い
、
払
別
手
Y
E
め
な
い
範
凶
で
、
出
費
者
が
各
国
ド
串
川
市
に
凶
…
ら
し
て
手
伝
な
川
格
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
一
定
円
以
足
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
ピ
受
け
ら
れ
る
こ
？
と
七
月
途
に
、
有
効
な
引
町
下
、
反
抗
な
通
、
〕
て
、

E
U〈
lμ
、
に
お
け
る
当
ベ
府
［
れ
な
L

二

八

i
tザ
ル
サ

i
ピ
ヌ
を
確
保
ず
る
た
め
、
そ
の
支
持
円
、
範
凶
、
費
用
算
定
、
財
Y
心
、
渋
費
醤
の
権
利
、
公
衆
対
象
心
一
色

p

ナ
両
信
ネ
ッ

ト
ワ
ん
や
汁

i
ピ
ス
を
同
町
供
す
る
ふ
品
川
に
羽
比
さ
れ
る
義
務
、

小
売
サ
、
ピ

p

へ
の
料
品
L

州
品
川
ゴ
を
規
t

チ
げ
て
い
る
「

さ
ら
い

r

人
指
令
は
、
技
術
の
念
述
な
進
ぶ
に
よ
る
高
友
情
h
u
t会
化
ば
、

コ
マ
ザ
！
の
利
便
性
の
同
I
P－
－
ち
に
ら
T
A
方
、
新
岐
市

を
使
い
こ
な
し
様
々
な
情
取
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
コ
ー
ザ
ヲ
屑
（
情
報
中

つグ匂」一

と
、
従
済
的
な
事
情
や
リ
子
了
ン
ヲ
の
欠
如

に
も
ロ
り
副
長
川
刊
の
利
応
が
悶
礁
で
あ
る
コ
ザ
ヲ
悟
－
情
械
を
舟
行
ざ
る
者
）

む
閣
で
の
一
的
報
拭
｛
走
、
戸
）
戸
空
白
ご
）
同
〆
吋

2
．
一
ブ
ジ
タ

ル
デ
パ
イ
ド
）
と
h

う
析
に
ば
問
題
を
生
み
出
「
品
川
純
糾
い
が
あ
る
と
り
訟
謙
の
r

、
子
れ
を
肝
刊
さ
つ
つ
丸
山
一
枚
予
を
促
進
じ
よ
う
、
、
し
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＂児

亡
、
山
内
相
官
、
若
の
利
便
性
、
川
V

八
日
剛
山
内
保
護
、
P
J
O
感
り
仏
ん
て
い
る

P

ゐ
九
九
八
ヰ
規
制
体
系
に
お
い

C
ユ
ニ
バ
ー
ナ
ー
ν
斗
マ
ピ
ス
は
、
電
話
、
刀、
一一、

宍
高
三ミL

'' n 
？ 

号－, 
w 

グ

凶
紋
C〕

み

刃
向山

め
れ
｝亡

き
））、

以人法学i"" '" 18.＇、前日：zorn.1 

百合

京
お
八
μ
で
は
コ
一
べ
v

サ
ル
サ
i

ピ
ス
の
範
同
を
拡
仁
人
、
）
、
阿
古
回
線
に
よ
る
斗
H
？
戸
電
話
、
公
衆
屯
誌
の
設
問
、
机
m
k電
話
帳
、
香
川
方

案
内
の
的
、

イ
ン
ャ
ー
ゑ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
ま
で
を
ヘ
百
七
で
い
る
υ

イ
ン
タ
ー
ゑ
ァ
ト
に
？
ク
セ
ス
が
で
き
な
け
れ
ば
公
共
の
サ
ー
ピ
ス

利
以
叫
が
不
便
に
な
り
、
ま
に
、
パ
沼
山
山
市
i

裂
な
情
報
が
確
保
と
き
仕
く
な
る
等
、
情
報
を
「
片
付
つ
討
と
持
た
さ
匂
苔
」

ζ

大
き
く
な
り
、
大
き
な
社
会
問
棋
に
八
九
［
民
L
て

J
よ
り
せ
牲
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、

ユ
ヱ
パ
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
J
U
Y

－
提
供
し
て
い
忌
卒
業
者
が
不
公
F
な
負
担
を
受
け
て
い
る
場
台
に
は
、
当
該
事
業
者
か
ら
の
民

請
に
」
り
、
透
明
な
条
件
に
」
り
I
J
T
A
心
従
者
に
対
し
決
！
止
さ
ー
れ
た
純
費
用
官
公
明
資
金
か
ら
い
叫
倍
旧
す
る
仕
組
『
内
を
道
リ
入
す
る
か
、
電

f

ナ
通
信
よ
イ
ソ
ー
ワ
ー
ク
と
サ
ー
ビ
ス
ル
λ

供
者
以
て
義
務
的
コ
－
パ

lω
リ
ル
叶

l
ピ
ス
の
純
負
担
士
分
村
す
る
加
と
と
［
て
レ
る
し

ウひ

ι
～、
加
盟
凶
税
制
出
品
川
院
は
、

日
M
P
事
業
者

um過
十
へ
立
小
売
山
再
会
乞
諌
L
h
h
り
町
奪
的
と
記
へ
土
成
I

ど
に
よ
り
よ
引
場
参
p

ヘ
乞
対
円
、

競
争
を
制
限
し
土
L
Uノ

の
注
目
費
者
や
不
中
i
J
L
優
遇
L

ま
ιー一は心
V
1
ピ
ス
か
れ
非
合
雄
的
に
パ
ン
ー
ル
化
し
た
り
ず
る
こ
l
L
が
な
い

下
人
う
に
史
求
「
ず
る
こ
と
が
J
J
1
2

、
さ
ら
内
科
凶
の
規
制
絞
悶
が
土
沿
い
全
信
用
す
る
を
口
二
は
、

J
事
業
主
の
ふ
b

完全
T
U
U

ん
百
十
院
を
f
U
め
ら
こ
と
が
て
き
る
と
す
ゐ
υ

こ
れ
ら
の
規
ど
は
、
定
期
的
い
見
向
さ
れ
る
こ
と
、
と
さ
れ
て
お
り
、
長
伺
の
見
山
し
日

。
。
一
ヰ
仁
月
二
斗
ヨ
か
ら
年
以
内
ピ

行
な
わ
れ
、
そ
の
彼
は
一
一
宇
ご
と
と
さ
れ
て
い
る
戸

｝

3

1

タ
保
護
指
ム
ト

個
人
情
械
の
処
述
に
お
け
る
草
川
本
的
な
杓
刊
打
、
二
向
日
、
前
日
に
首
了
泊
H
K
分
郡
川
に
お
け
る
偶
人
子
、
タ
町
一
処
逆
に
関
わ
る
ノ
ラ
イ
パ

ン

i
い
ふ
伝
子
乙
、

i
一
μ

E
U
域
内
に
お
円
る
佐
人
ア
夕
、
通
信
設
仙
、
仏
リ
ピ
マ
へ
の
丸
山
山
JJfzJ4
～／）い
J

た
事
業
者
の
材
業
の
斗
出
こ
の
読



利
の
た
め
、
事
業
告
の
ご
キ
L

ト
ノ
ア
ペ
ー
時
保
義
務
、
再
定
例
人
情
υ判
の
取
h

J

ぬ
い
れ
ら
を
規
定
す
る
こ
L
Y
H

よ
り
、
先
述
の
旧
持
ム
μ
九
じ

／
ハ
一
ハ
／
E
（
の
内
符
に
よ
さ
な
変
む
を
町
、
／

r、
霞
↓
f
挫
折
サ
ヲ
ピ
ス
や
長
術
の
↓
ヶ
測
川
江
市
な
究
成
に
迎
合
さ
小
る
こ
と
を
日
途
と

し
て
い
る

ダ
イ
ー
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
一
「
イ
／
グ
を
は
的
と
ー
よ
ー

↓
ノ
戸
ツ
ク
マ
、
、
電
子
J

？
ル
の
利
弓
は
、
円
山
↓
ヘ
苔
の
事
が
の
可
＋
E
E

自
動
発
C
K
除、

が
あ
る
場
与
の
み
前
き
れ
る
ヒ
日
川
府
山
止
さ
れ
て
い
る

さヨ
5

オ
ワ
卜

f
ン
方
4

入
可

へ
）
競
争
指
令

電
p

ナ
メ
ト
一
川
サ
ピ
ス
均
一
ー
ト

F

ト
ワ
ク
投
び
サ
ー
ビ
ス
り
仲
人
位
い
に
川
崎
パ
「
る
加
山
内
庄
は
、

屯
p

ナ
J1r一
川
サ
ピ
ス
を
必
供
、
ま
た
は
む
子

通
信
ネ
ソ
戸
ワ
ー
ク
を
情
け
ん
官
、
リ
出
張
、
提
供
す
る
格
引
が
、
す
べ
L

心
事
業
者
に
平
等
に
与
、
え
ら
れ
る
こ
と
ケ
↓
確
保
「
る
ん
一
め
に
2

、九六
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云
措
置
を
一
再
じ
る
、
」
と
と
し
、
以
山
縫
や
特
別
な
p
碓
杭
の
亮
U
を
ど
か
ノ
る
等
、
一
羽
予
に
渋
ず
る
基
本
的
な
事
一
一
泊
（
を
規
定
し
て
レ
マ
G
I

一
九
九
八
年
時
制
払
h
f
ポ
に
対
す
る
、

一一

0
0
石
テ
レ
コ
ム
バ
ッ
グ
！

γ
の
特
徴
は
一
一
白
あ
る

F

（
－
中
I
U
4
州
連
刊
で
あ
っ
た
既
存
返
気
通
信
事
薬
害
り
魚
ー
的
地
け
へ
の
し
ど
応

ら

L

f

i
じ）一
L
J

れ
け
ん
川
朴
！
f
f
F

の
メ
デ
ィ
ア
位
向
的
な
川
崎
削
へ
の
変
更
に
よ
る
、
坦
口

γ品
目
、
起
の
融
台
へ
心
ι
ち
ん
υ

・1
u－
uI吉
？

自

一

円

日

tノ

l
L

の
許
認
吋
規
制
の
緩
和
い
ζ

る
、
続
争
以
日
の
活
発
化

・
「
枠
制
お
ム
ド
」
、
「
ア
ク
セ
ス
姶
へ
い
L
、
ユ
二
八
i

サ
ル
サ
ピ
ス
お
’
T
L

の
心
速
な
五
施
に
よ
る
S
M
A
P
S－
業
主
規
制
強
化
を
通

Jι

、、

l

l

J

J

 

ぽ
山
江
弔
問
信
事
業
有
の
強
大
化
川
出
土
。

）
惜
同
市
江
川
話
に
代
表
さ
れ
る
保
剖
伸
長
特
や
、
イ
ン
タ
ス
ヴ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド
パ
ン

1
化
に
代
表
さ
れ
る
情
報
通
信
技
仇
の
芯
誌
な

、
規
制
咋
系
一
け
陳
腐
化
を
泣
け
る
；
｝
い
っ
た
「
d
f～
料
品

h
R
へ
の
対
応
t
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・
技
術
咋
立
的
礼
制
技
術
以
刷
新
に
対
す
る
札
制
心
会
軟
性
を
時
保
す
る
た
め
、
枠
組
規
制
L
t
「A
デ
ィ
ア
慎
断
淀
川

「
コ
／
テ
ン

y
規
制
の
分
続
L

を
規

μ
1
1
E
J了一泊五十一円以吻
L
hけ
る
品
速
な
技
術
開
花
の
究
成
に
よ
ゐ
校
々
な
い
ー
ピ
ス
わ
い
以

百合

術
へ
柔
軟
に
凡
応
で
き
る
一
o

－
つ
い
し
た
い
と
c

へ
の
対
比
‘
祈
た
に
九
九
授

f
o
M
d川
事
件
の
あ
る
い
い
析
革
新
の
日
J
V
一
抗
ま
な
い
よ
ベ
に

モ
バ
イ
ル
プ
ロ
ヲ
ド
パ
〆
ド

サ
ー
ヒ
ス
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ペ
吋
3

ピ
ス
等
の
副
校
術
を
利

M
L
に
新
川
県
市
場
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
は
事
軒
規
制
を
行
な
わ
な

－
州

工
こ
。
り
に
た
L
、
こ
’
れ
は
あ
く
ま
で
も
欧
州
委
員
会
け
勧
告
』
て
あ
り
、
斗
一
五
は
、
そ
の
手
料
に
ム
「
わ

げ
」
た
柔
軟
は
規
制
J
J
M

胞
を
採
る
こ
と
引
で
き
る
。

－
デ
ジ
タ
ル
デ
パ
ィ
ト
の
解
消
。
一
ユ
二
川

l
行
ル
ザ
l
ピ
ス
桁
ム
J

一
、
イ
〆
タ
l
よ小ソヘー乞八づけれ」

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
l
ピ
ス

を
強
化
し
、
消
費
γ
刊
の
不
杭
杭
や
格
点
今
一
戸
心
正

rJる
c

;, 

去三

一
ひ
げ
一
五
十
二
月
、
攻
州
委
員
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
一
フ
レ
ピ
や
第
一
世
代

携
rrゴ

喜l山

以
下

3 
c; 

P
J
C
オ
ー
ブ
ン
ィ
ノ
ラ
ヴ
ド
ヌ
ナ

l
ム
を
屈
し
て
、
情
報
怜
会

い
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
う
1
ン
ョ
ン
に
！
仏
ノ
＼
ア
ク
中
ス
寸
ゐ
こ
と

を川

y
rに
す
る
た
め
の
妓
り
の
お
守
に
悶
「
る
吋
示
ピ
り
に
め
の
公
開
協
議
わ
悶
恥
し
、

は
、
示
、
品
川
界
測
に
畑
互
選
引
を
実
院
す

る
た
め
の
内
念
的
な
動
き
が
あ
る
こ
し
れ
か
間
抗
さ
れ
て
い
る

U

に
た
、
ヂ
ン
タ
ル
テ
ペ
ド
や
3
心
等
、
様
々
た
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
了
li

ム
い
公
開
性
L
Y

判
互
注
目
性
を
け
い
た
山
イ
る
μ
～
げ
で

一
一
つ
一
心
プ
ラ
ト
つ

7
1ム
聞
の
幌
ぶ
L
ア
ク
セ
ス
が
叶
ぷ
舵
に
な
る
ー
わ
け
で
は
な

〈
、
「
九
三
L

何
人
の
た
め
の
情
報
社
会
三
＝

j

現
ず
る
に
は
他
の
必
図
、
例
え
ば
消
費
者
の
安
心
ゃ
白
炉
、
ベ
ョ
め
ら
れ
る
い

i

ピ
ス
や

〆

ソ
C〕

ギ！
刊

誌ti 
印j
r生

~ 才、

規
制
上長

城

公；、

安

!' 
マ工

る

－~」
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ιhd】同
C
）

4
Uさ
い
ア
今
、
ン
ヨ
／
ブ
一
ソ
ン

も一三
C
℃合同
C
C
り
に
t

仏
り
、

併
～
山
一
剖
川
出
や
／

tr
性
の
一
同
卜
と
い
っ

イ
シ
タ
う
よ
い
ト
の
速
度

の
日
大
生
、
ほ
成
品
川
、
ご
～
が
、

L

ぺ
、
い
わ
ゆ
る
一
「
ー
一
J

l

f

ミ
ー
の
進
以
は
ア
メ
リ
カ
ほ
y
に
は
逢
ま
ー
？
か
っ

」の
z
l
h

め
二
（
）
ハ

午
一
バ
の
一
パ
ル

2
ニ
ノ
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
「
二

orJI判
介
す
の
と
ヒ
ャ

Jる
u
h
U
八
ム
朴
に
わ
三
人
V

ブ
口
、
ド
パ
／
ド
マ
わ
ノ
ト
ワ
ー
ク
の
仏
総
な
提
供
；
、
利
回
川
、

I
P
V
G
の
出
発
、
そ
し
て
よ
小
y

ト
ワ
ヲ
ク
や
情
恨
の
セ
キ
ェ
リ
一
T

ィ、

yd

／
一
フ
イ
ン
政
社

オ
ン
ラ
イ
〆
円
J

習

、
オ
ン
ラ
イ
／
除
夜
管
述

（FVF£
｝
ニ
】
）
及
び
託
子
務
取
引
石
田
5
5
2
ρ
）l

刀
、
品
販
勺
開

5
官

ν
7
7ン
ョ
ン
ブ

ハノ
C
Rつ
ま
セ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
。
フ
ラ
シ
こ
し
て

お三
C
｝月比
g

M

の
発
展
浪
の
一
色
2
0で
え

M
C
（
）
か
ア
ク
、
ン
ョ
三
ノ
ラ
〆
み
ん
な
の
た
め
の
諸
説
札
ム
こ
を
党
支
し
、
六
け
二

ラ
ン
に
ぷ
め
ら
れ
～
。
以
州
安
h
H
ム
れ
は
こ
れ
か
一
受
け
ぺ

' ノ／、
Lノ

J

ヰ
h
E，
二
八
日
、
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日
U
七
ピ
リ
ア
庁
ミ
ッ
よ
し
同
一
こ
れ
が
持
抗
さ
れ
、

目
、
作
中
会
心
本
誌
r
q
一
得
て
実
施
予
れ
た
〈

六）（ぺ一一ん汁

内戸山口円。℃
m
M
（
）
も
い
で
は
、

リ
ス
ギ
小
ン
戦
間
は
中
洋
件
と
成
長
だ
け
で
な
く
、
一
一
用
と
什
公
的
結
束
を
め
ぎ
し
て
い
る

v

巳
U
E
E

コ
ー
が
ー
を
中
J

己
す
え
る

ν
Eれ
は
巷
川
を
鉱
iy、
し
、
す
べ
て
の
人
に
機
会
を
開
き
、
ス
キ
ル
土
問
、
さ
山
い
る
だ
ろ
う

一村一

色
日
《
吾
作

ω（
芝
山
は
す
べ
て
の
y
ク
／
千
〆
プ
｝
フ
ご
い
巳
月
P
E旨
に
関
わ
る

T巴

V
て
わ
h
，l
ん
で
い
る
乙

出
主
）
い
は
、

円
オ
／
一
72
イ
ン
公
共
庁

l

ピ
ス
に
は
P
〈
だ
け
で
な
く

ブ
レ
ピ
や
携
借
電
話
、
伊
、
り
で
も
利
山
市
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
一
と
が
す
べ
て
心
山
見
J
Y
包
摂
す
る
の
に
重

支
で
あ
る
と
さ
れ
た

v

コ
リ
ハ
）
一
守

日
一
ふ
げ
の
と
：
ョ

c
E
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
レ
ポ
7

卜
で
触
れ
、
り
れ
ん
ナ
か
コ
た
イ
ン
フ
j

y

－：J
ト
交
通
v

0一色、
）十三
J」

, 

ス
一
ノ
ム
に
つ
い
て
は
、
ヱ
J
2
3｛】句、
3
0
3

に

い
な
い
ハ
以
下
、

L
2
3宮
、
（
当
日
の
初
安
を
十
小
す

J

）
日
標

民
主
い
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ノ
ト
心
普
及
を
、
阪
乙

L
て
い
た
が
、
成
長
」

UL引
き
出
す
？
め
に
は
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
が
い
計
約
f
川
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動
に
結
び
つ
く
必
山
女
げ
が
あ
る

d

払い
f
E
d命
日
（
｝
（
）
い
は
、
新
規
市
場
の
創
出
、

ゴ
ン
下
、
／
山
J

乞
促
進
す
る
c

こ
れ
ら
の
み
ま
幣
と
な
る

f
ン
一
ノ
ブ
の
整
桔
け
は
ニ
と
h

J

て
マ
ム
ソ
ト

コ
ス
ト
削
減
、

の
向
ト
な
斗
l

人
山
川
「
よ
う
な

p

；、

斗
ー
と
ヌ

7
7
1ノ
ト
ノ
ー
／
五
〆
／
、

百合

の
活
動
に
か
か
っ
て
お
り
、
ぞ
れ
山
J

え
ア
ヶ
ン
ー
ン
プ
フ
ン
は
、
公
共
政
策
が
付
加
料
値
な
抗
供
九
民
間
投
資
に
好
ま
〕
い
原
境
を

構
築
す
る
い
一

r
に
Y

寸
り
で
き
る
八
刀
釘
を
重
視
す
る
。

ぃ
ヰ
コ
叩
吋
v
l

ピ
ス
が
P
仁
一
か
円

J

だ
汁
で
な
く
、
イ
シ
タ
一
フ
ケ
ア
イ
プ
デ
ジ
々
ル
手
レ
ド
、

i
；、
：
（
 

ケ
ー
プ
ル
ネ
／
ト
7
9

ク
ト
コ
と

ノ

一

：

1

j

、メ
i
l
』

も
利
一
川
川
で
き
る
よ
う
に
な
り

マ
ル
チ
ブ
ブ
ゾ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
サ

i
ニ
ス
が
清
川
J

れ
に
。
パ
ル
ヒ
ロ
ナ
サ
、
、
ノ
ー
で
は
融
合
D

J

J

吟、

こ
れ
ら
ォ
ブ
J
J
J

メ

y
ト
サ
ノ
ィ
i
ム
の
垂
刊
十
一
刊
か
強
訴
さ
れ
て
い
る
ハ

寸2
ひ

エー

マ
ル
ィ
フ
ブ
ラ
ァ
〉
フ
ォ
ー
ム
を
叫
ポ
l
、
ー
す
る
ご
と
で
、
ム
一
村
別
な
必
要
の
あ
る
人
々
の
た
め
を
も
品
川
七
、

L
Zハ一
F
5
5
を
き

ら
に
詐
泌
す
る

ノ
プ
口

1
う

－
イ
J

P

ノ
ラ
整
需
と
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
叙
す
る
、
ブ
ロ
ー
ド
パ
ン
Y
J
マ
ル
チ
ブ
一
ワ
ッ
ー
フ
ァ
ー
ム
双
方
の
間
の
建
設
的
な
交
流
心

制
批
准

b
f
試
入
る
c

・7

ノ
々
ノ
、
ン
ゴ
ン

（行動）

へ
き
で
あ

h
加
盟
凶
、

批
域
ノ
v

ベ
ル
に
お
け
る
従
米
の
政
箭
hr越
え
る
も
の
、

効
果
が
碓
一
五
な
も
の

。－
丈
軟
性
に
一
首
ん
に
内
容
と
v
〕、

ァ
ク
〉
一
プ
J

の一
17

阿
時
三
さ
の
け
見
山
戸
、
〆
人
宇
一
行
、
つ
こ
と
に
一
入
り
、
新
か
帰
国
け
炉
問
次
ス
」
ス
に
、

日
ク
シ
？
ン
ブ
一
ソ
ン
を
去
り
↓
へ
で
き
る
よ
う
に
す
川
き
で
あ
る
～

そ
の
た
め
に
、
互
い
に
強
化
L
合
行
ア
ク
シ
？
ン
ブ
一
プ
〆
の
グ
ル
ブ
が
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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つ
は
計
昔
、
告
に
叫
供
与
わ
い
る
サ
i
Y
ス、

r
f
H
r
ケ
i
ン
ョ
、
J

、
コ
〆
一
ア
ン
ノ
セ
促
迭
す
る
も
の
で
、

え
や
屯
，
f
出
攻
コ
7
4
ん
マ
ん
で
e
L
G

氾
代
的
で
先
進
的
な
す
ン
ラ
イ
、
三
公
共
サ
ー
ビ
ス
．
ォ
、
〆
ソ
イ
〆
政
げ
、

一々
ン↑ノ
P
1
ン
μ子一司、

ピ
ス
ゎ

タ
イ
サ
ミ
ノ
ク
州
市
川
晴
子
商
取
引
開
焼
。

も
う
つ
は
、
そ
、
孔
を
夫
刻
す
る
た
め
の
供
給
制
の
イ
〆
プ
ラ
準
備
に
却
す
る
も
の
で
あ
る
n

－川山
y

組
に
列
用
一
可
能
以
前
一
争
的
倣
拾
に
よ
る
プ
ロ
ド
パ
ン
ド
ア
ク
セ
ス

'ii 

セ
γ

ユ
リ
つ
ィ
の
U
同ん骨川川和
J

ン
ブ
一
y
h
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7
ク
シ
汗
ン
プ
ラ
の
桜
吹
は
以
「
心
同
り

・
川
販
制
昨
れ
ま
た
は
ん
l
欣
什
レ
ベ
ル
で
の
立
況
の
検
討
し
」
採
択
の
た
め
の
孜
徐
州
直

υ

－
M
ト
バ
幌
、
役
Y
1
J

（
事
例
（
グ
ッ
ー
プ
一
ブ
ケ
ヂ
イ
ス
）
心
流
通
と
ヂ
一
七
ブ
ヨ
ジ
コ
ケ
ト
の
促
迩

f

－
ベ
シ
チ
マ
i
ク
セ
汀
い
モ
一
一
タ
ー
す
る
と
と
に
よ
る
政
策
措
置
の
件
河
川
化
c

ク ン
ン 1

コ〆

〆 l刈
f の

ラ調
シ1向平日

千宇

•) 

既
イi
u主
よ＇~6つ
／、

件、
的
協
働

引
間
目
凶

7

一
主
に
は
〈
工
附
別
レ
ベ
ル
で
の

ν法
の
拾
い
引
乙
採
ぷ
の
す
九
め
の
政
、
沿
い
佐
世

市
世
代
的
ど
先
進
的
な

7
ノ
一
ア
イ
L
Y併
す
八
サ
、
ピ
ス

寸
ン
一
ツ
イ
ン
政
泊

オ
ン
ラ
イ
ン
公
共
サ

i
y

オ
ン
ラ
イ
ン
健
阪
管
担
汁

i
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、
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ラ
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、
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と
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仏
叫
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叶
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－
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＼
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光
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ソ
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ク
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摘
さ
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F
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、
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二
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入
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メ
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o
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C
L
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］
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川
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制
成
レ
ベ
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す
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研
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資
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欧
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α
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字
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品
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ベ
ル
十
呆
中
的
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強
化
、
出
比
畏
さ
せ
、
致
州
心
人
1

2

ト
y
ノ
l
ク
の
卓
越
村
U
J
V
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刻
化
し
、

ゲ
ヨ

i
川
ル
に
も
王
導
的
立
山
切
に
げ
つ
こ
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が
行
機
こ
な
コ
て
い
る
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日
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開
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や
プ
ロ
セ
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聞
は
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守
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－
H

ハ
体
的
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成
果
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め
る
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な
く
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僚
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ト
ワ
ー
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さ
れ
て
い
る

v

不
ト
ワ
ー
メ
ノ
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仇
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原
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J
7
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ラ
咋
胡
尚
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数
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1
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円
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乍
＼
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ネ
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ト
ワ
ク
は
公
募
で
窪
山
山
さ
れ
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い
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台
ブ
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、
引
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ら
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叩
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叩
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鉾
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と
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叫
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襲
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さ
れ
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悶
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叫
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－
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、
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台
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仕
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ア
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仰
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ず
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ロ
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ク
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P
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／
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ノ
／
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F
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＼
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れ
て
い
に
が
、

F
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茶
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、
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／
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ソ
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／
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れ
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ら
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取
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わ
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ベ
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句
ト
ワ
ー
ク
ル
】
さ
れ
た
－
間
以
引
と
政
府
し

－
オ
／
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／
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ソ
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；
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／
ナ
ノ
シ
ス
フ
ム
c

L
3
1
丸
、
ノ
号
、
、
J
7一

U
斗
b
サ
司
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仕
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妥
国
司
会
心
中
て
は
情
報
叶
ム
古
川
市
い
周
が
担
当
し
て
お
り
、

反
映
し
て
、
可
応
戦
貨
の
？
〕
ア
九
%
以
上
T
て
111451
に
係
。
業
務
に
あ
た
う
て
い

F
F
G
C
i
s
ー
の
絞
半
の
安
版
山
刀
目
指
明
、
で
あ
る

河
口
町
が
ほ
ぱ
完
全
に
話
営
、

一
、
〉
υ

一L

J
t
L
d
f
j

二、引
J
2

C
C
L川

C
C
ハ’
q皮
ワ

i
ク
プ
ロ
グ
フ
ム

t

て
は
、
流
山
町
μ
出「寸寸仏川川（川
γっ
ち
、
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以
ド
り
一
つ
乞
係
先
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

P

－
河
以
九
一
と
且
京
阪
大
な
ぷ
め
る

円
ハ
体
的
に
は
ナ
ノ
山
技
術
に
よ
る
S
o
c

／

U
7

ド
ハ
ン
ド
通
炉
に
グ

広
三
君
主
C
口
出

J

旬
ド
コ
〆
ピ

17
～y
q
t

－
他
の
い
状
一
V
領
域
と
一
単
な
る
間
域
を
開
拓
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ミ
ケ
口
／
す
ノ
シ
ス
一
ノ
ム
、
他
夜
間
述
、

ス
ア
ム
生
し
。

・
ぃ
臼
怜
間
一
体
7f｝
汁

v

ピ
一
人
を
緊
密
に
述
携
さ
せ
る
つ
具
体
的
に
は
そ
パ
イ
ル
通
信
、
ミ
ケ
円
い
／
↓
J

ノ
シ
ス
フ
ム
等
っ

ま
に
、
日
ブ
口
グ
ノ
ム
で
は
、
中
小
企
来
り
き
加
に
大
き
な
注
一
窓
会
一
弘
、
つ
も
り
と
し
て
い
る
n

！
日
ー
の
最
初
の
公
告
と
は
、
中
小

企
業
を

口
、
ン
コ
ク
h

提
案
は
ι
作
り
一
よ
れ
%
［
か
な
ノ
＼

L
か
も
必
抗
さ
れ
た
ノ
U

ぐ／
J

ク
、
半
、
見
る
と
、
こ
の
割

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

合
は
一
五
%
に
法
ぎ
は
か
ッ
に
じ

F
ド
日
の
ト
の
I
S
T
で
は
守
ん
い
花
プ
巳
J
J
J

ク
ト
全
体
の
I

れ
二
分
の
二
に
少
な
く
と
も
一
引
の
中
小

中
小
伝
業
の
本
／
加
は
悦
め
て
焼
ぃ
ー
し
た
と
い
え
る

村
山
川
川
開
発
心
成
来
乞
品
川
n
山中

企
業
の
参
加
日
あ
っ
た
こ
と

匂

l
ピ
ス
に
利
用
ナ
る
口

I
マ
ク
中
小
企
業
心
参
加
1

半
が
低
卜
し
て
い
る

F

」
む
て
め
、
企
業
C
財
務
長
川
f
緩
和
等
の
拾

E
を
品
じ

中
小
企
業
の
参
加
率
J
p
c
i人
情
に
引
き
上
げ
る
ご
と
と
し
に

J

日

有

h
M

斗
次
E
U
拡
I八

円
以
初
い
伯
尚
？
な
前
円
［
点
列
解
を
L
F
L
心
配
こ
う
、

カ C
同［可

ー J-j

宍 E
国：引

出品
b、存

i上
判I le 

~~同
盟以
日 F

E
U

山
一
に
、
主
欧
t
H
六
回
、
パ
ル
ト
一
ヵ
M
門
の
川
社
会
工
義
臼
八
ゃ
ん
尚
、
ニ

て、

E
U
が一

h
ヵ
凶
体
制
と
な
っ
た
h

一
と
は
、

白
河
日

E
U
の
第
h
次
松

大
こ
呼
ば
れ
て
お
打
、
医
款
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
の
中
で
恥
火
の

i

弘
十
へ
で
あ
う

γ
n

ヘ
ロ
は
一
・
八

億
人
か
ら
凶
a

古
川
凶
億
人
一
J
ぽ
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れ
ノ

つ
り
同
計
当
山
手

E 
ll 
：主
成
｜句
Uコ
'CZ 
＂~ 
i在
絡
を G,_ I 
ゴ有
－－~ r 
／ 」 ザ

ベ t弘

三 n
o・, % 
二 の
よ i首

t;, l~ 
7曲
：ぎ
すー

ハ）

』

+ 
、円
司事

市
場
は
拡
よ
パ
し
た
と
も
い
、
主
る
が

＂児

L

ょ
J
り
；
〕
》
ま

I

J

、
じ
（

1
1
；

公
明
認
も
一
万
凹
品
か
ら

一一

%
fが
っ
た
し

士ーだ

百合

。
刀
一
凶
訟
に
な
っ
た
c

ト
ミ
ノ
7
F
1

E 
u 

1
0

は
市
場
の
が
犬
と
と
4
に
、
低
村
民
令
の
労
働
力
ゃ
計
右
虫
問
中
久
q

J

J

乞開川山市
γν
、

新
民
山
県
同
は
投
資
中
、
技
杭
移
転
、
…
γ4心
的
な
経
ト
ー
仏
倒
的
法
的
枠
組
の
整
備
、

E
U
か
ら
の
尚
財
人
？
に

F

号
令
巡

JA世
帯
幣
故
備
主
を
期
待
1

）

L、さ
て
将
報
什
会
長
盤
に
河
し
ζ
は
、
新
規
加
m
m
E
r
V
M叫
人
ず
る
ま
で
に
、

五
U

日
と
の
拘
に
ど
の
ホ
う
な
折
り
合
わ
ぜ
h
f

あ
h
、

拡
大
佼
は
ず
こ
の

i
J

こ
〉
よ
j

J

戸

t
f
J
M
L
i

E
U

中
点
情
報
村
主
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

白
d
h
z
w｛
A
T
F
T
Z
Z
2
2
コ小山
E
E
Vセタロ
5
4
は
、
パ
ン
ケ
マ
〆

Hm問
附
加
し
た
況
述
の

一
%
九
1
1

叶
六
月

へ
プ
リ
ユ
ァ
ド
ル

一～

j
〉

l
一

：
イ
オ
才
》

九
T

ヘ
守
九
月

九
i
守一

C
H

リ
ユ
ソ
セ
ル

7
r皮
切
り
に

一アハ

が、

h
ノ
七
午

mv弟

巾
J
h
川
諸
国
の
情
報
社
会
化
ヘ
ハ
U

取
η
組
み
に
つ
い
て
一
山
ア
わ
勧
告
が
と
さ
れ
る
と

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
L

お
い
て
、

と
も
に
、
紛
告
の

モ
一
タ

l
し
、
政

W
間
会
議

日

γ
出
川
濯
す
る
ん

U
M
ハ
イ
レ
ベ
ル
委
員
公
？
J

H
L
C

’一
2
E
己
記
巳
「
一
レ
ぐ
川
］

C
V日
E
5
2）

、
必
九
又
1
1
一
《

1

す
勺
ん
一

M

、一占、
L
4
マ
／

一
ひ
っ
問
年
ま
で
に
第
η
次
依
大
が
実
V

祝
さ
れ
る
見
山
み
で
あ
っ
L

ん
と
は
い
、
ズ
、

具
体
的
公
加
盟
凶
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
↑
た
め
、

リ
ス
f

ノ
戦
略
同
体
に
け
山
盟
校
一
例
同
へ
の
配
府
は
あ
士
り
な
か
っ
Z
J
九
日
＼
川
県
r札
摘
出
も
除
問
後
は
こ
の
リ
ス
氏
、
／
間
判
的
叩
に
従
っ
て

い
く
必
安
が
あ
っ
た
、

ワ
ス
ル
ン
戦
略
の
情
杭
社
ム
品
川
、
戦
時
で
あ
る

rhd
わ
い
か
円
、
加
盟
弘
前
回
は
加
盟
父
捗
と

》て、

み
こ
吋
告
、
戦
略
に
追
い
つ
く
必
裂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

ス
ド
シ
サ
ミ
ッ
ト
自
伎
の
二
門
一
へ
い
〉
〈
い
い
一
午
h
円、

j
H
L
仁
に
も
す
匂
ワ
ル
ン
ャ
η
で
の
政
副
司
会
誌
に
お
い
て
旬
、
i

の

ア
ク
J

J

3

4

J

ブ
↓
づ
ン

人οっ
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パ
ー
一
ン
ア
テ
ィ

y
の
日
除
な
J
4日
常
人
れ
た
杭
割
引
い
会
中
山
、
り
た
め
の
加
限
紋
補
国
℃
の
ア
ヲ
ン
d

／
ブ
フ
ン
心
作
成

J

－
E
い
で
の
電
気
迫
信
関
連
の
決
的
枠
組
の
泊
店
へ
電
気
通
い
い
市
場
一
日
沼
化
の
五
期
達
成
）
（

・
I
じ
I
産（犬
ζ

電
了
間
以
引
に
L
Y

っ
て
決
ど
的
に
手
前
文
な
分
野
（
旬
、
戸
回
、
電
了
山
者
名
、
消
費
者
保
認
生
一
に
つ
い
亡
♂
キ
白
コ

、
ュ
ノ
一
一
ノ
ヲ
ル

3
2同

2
5
5
こ
言
語
二
五
U
法
の
本
体
）

の
採
用
の
円
山
述
」

－
競
争
力
の
あ
る
I
C
T
庄
支
の
創
造
、
維
持
、
拡
十
八

ζ
i
c
T
ス
キ
ル
不
足
を
緩
和
」
ヲ
る
た
め
の
汎
欧
州
活
政
へ
の
参
出

・
中
小
合
条
に
お
け
る
電
十
持
成
引
促
滋
の
た
め
の
ブ
ロ
グ
一
ワ
μ

の
実
施
ハ

－J
仁
政
こ
企
業
、

N
G
O
、
市
民
間
心
情
報
へ
の
オ
ー
ブ
ン
仕
ア
ク
セ
ス
セ
実
現
。

・
屯
乙
122ケ
刊
誌
正
等
に
よ
る
ノ
ク
ヒ
ス
一
心
セ
キ
ー
リ
ア
イ
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T
4
2
5
2同
二
宮
ニ
〆
一
欧
バ
投
資
銀
行
）

べ
J

チ
ペ

l
占
。
ピ
タ
ル

に
」
打

民
間
心
が
究
投
資
、
軒
先
と
開
発

c
－P叫河口、
ハ
ー
テ
ク
企
業
の
創
九
点
目
ゲ
…
河
川
弘
に
す
る
た
め
の
環
坊
改
芦
コ

・
す
べ
て
の
古
川
弓
校
J

J

核
問
や
十
九
字
引
J

イ
ン
タ
ー
不
ッ
～
や
マ
ル
テ
メ
ヂ
ノ

γ
リ
ソ
ー
ス
ヘ

C
ア
ク
ピ
え
を
持
つ
つ
新
し
い
抗
戦
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
と
ガ
リ
斗
コ
ブ
ム
心
採
用
款
は
の

I
T
利
巾
技
術
心
雀
ね

・
情
説
ι
ド
会
化
ζ

日
的
と
す
る
地
仁
川
ス
U
品
川
反
政
治
、
計
雨
、
プ
口
ジ
コ
ケ
ト
心
碓

A

土
ぷ
実
均

J

一九リ一

・
情
引
い
行
会
化
ブ
ロ
ジ
ニ
ク

i
乞
に
援
L
、
を
の
法
的
枠
組
作
り
を
年
援
ト
ヲ
ヲ
q
I
U
ブ
ロ
グ
フ
J
J

託
金
（
P
H
A
H
E
プ
口
グ
ラ
，
J

の
f
l

八千九
uqポ
応
μ
c

次
い
で
、
｝
一
開
校
待
問
の
み
J
V
一
対
象
と

L
た
桁
報
社
台
化
戦
Jmm
と
1J
て
、
パ
）
〈
け
一
年
六
月
の
ヨ
ー
フ
ボ
1

汁
ミ
ァ
ト
に
お
い
て
引

川一

盟
一
快
始
一
件
政
泊
首
脳
小
交
友
す
る
形
で
、
一
色
之
さ
官
十
に
（
）
（
）
ν

ア
ク
シ
ー
乙
J

ノ
／
欧
州
恰
報
村
会
形
成
の
に
め
り
協
同
一
努
力
l

（川1
A
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＂児

下
、
丸
い
日
。
官
十
）
が
発
点
さ
れ
た

何一内
d

】

C
℃。

E
的
は
、
強
力
な
政
治
的
1
、
、
ソ
ト
メ
J

ト
を
べ
え
と
ぷ
明
器
な
ア
々
ン
首
ン
プ
ラ
ノ
宇
一
一
小
J
t

百合

の
出
盟
役
リ
削
凶
円
が
有
し
て
い
る
狩
主
力
を

i
分
に
引
き
山
ォ
、
一
と
、

E
U
司
叩
同
と
の
聞
の
一
ア
ン
グ
ル
J

ノ
ハ
イ
ド
の
拡
l

人
主
炭
け
る
ヤ

と
で
あ
コ
た
υ

乙
と
さ
官
二
円
引
旧
日
以
約
問
に
お
い
て
、
市
民
に
知
識
ぷ
盤
刑
務
治

め
こ
は

「
澄
治
の
近

t
v
y
 

－

－

 

ピ
、
ン
ネ
ス
ブ
円
七
ス
や
政
ほ
の
機
訟
の
変
υ半
、
投
ず
い
に
ー
市
民
、
れ
士
、
政
一
川
の
関
係
の
変
に
か
必
要
さ
お
り
、
そ
の

f
め
ピ

は
、
政
y
永
的
な
ア
ブ
ロ
チ
が
必
安
で
d

め
る
／
｝
の
認
誠
に
と
勺
て
い
る
。
ま
ア
、

十
は
M
品
川
同
絞
怜
山
刀

E
U

し
、
重
佼
な
体
験
一
約
叫
川
z
父
祢
…
を
一
G
J

る
こ
と
を
す
J
じ
て
、
ヨ
ロ
ッ
パ
統
台
を
も
め
さ
し
て
い
乙
n

c 

"' c 
一喝

、J
1民

iφ 
点、

加
問
依
捕
当
見
通
心
情
叩
淀
川
次
階
一
U
、
川
山
明
M
U
阪
祈
引
刊
の
日
付
済
改
午
、

足
代
化
を
加
黒
ず
る
引
き
金
と
な
る
こ
と

を
昨
凡
什
什
し
ド
？
も
の
で
忘
れ
、

E
ト
一
と
如
何
年
保
椛
缶
、
β
絞
殺J
を
宍
有
す
る
た
川
町
に
、
足
並
み
r
q
一
合
わ
せ
た
行
J
h刈
h
v

取
る
こ
と
を
伺
以
J
し

に
も
の
で
あ
っ
七
〔
す
な
わ
ち
乙

r
E℃
何
十
は
、
拡
大
わ
伎
の

E
U
fど
怨
｛
疋
し
、

デ
ン
タ
ル
デ
パ

1
討
を
克
服
し
て
加
盟
紋
油
凶
が
欽

川
信
叩
小
川
行
会
で
万
ナ
ピ
ヘ
九
回
畔
で
き
る
k
う
に
い
ヲ
る
た
め
に
は

加
盟
候
補
同
に
よ
る
ァ
キ
・
ー
ミ
マ
ノ
一
ア
ー
ル
む
継
受
だ
行
立
は
情
報
什

会
の
ア
、
枝
川
は
不
卜
分
で
あ
り
、
検
問
問
的
な
ア
ク
シ
ゴ
ン
が
必
安
ピ
と
の
認
哉
か
っ
政
｛
記
さ
れ
た
（
U

て
あ
る
ハ

島
民
ο
胃
！
の
再
開
い
刻
以
は
、
加
盟
絞
稲
川
ぷ
一
γ急
に
行
動
す
る
こ
し
仁
川
ω

必
安
て
為
る
と
の
認
識
か
ら
、

二
つ
ひ
一

ι
と
設
｛
疋
さ
れ

L

戸
、
ま
た
、
々
什
守
毎
の
詳
阿
川
h
a
ブ
μ
ゼ
ス
を
決
め
、
そ

モ
一
タ
け
～
〆
げ
ノ
ャ
1
Q
一
一
ム
片
山
ユ
ザ
」
〉
っ
た

J

も一三
C
言
、
ι
L山
ヨ
｝
℃
化
？
の
芙
本
的
な
コ
、
J

h

「
ノ
ト
の
追
い
は
、
午
山
戸
】
寸
C
℃
土
寺
山
川
、

E 
1J 

日
と
加
削
川
供
約
凶
と
の
こ
れ
ま
で
の
党

畏
m二
月
開
示
T
踏
ま
え
た
上
で
、
前
日
に
情
報
代
会
心
基
れ
百
円
笠
備
、
ず
な
ト
〉
ふ
れ
、
包
了
通
信
V

集
係
イ
ノ
ノ
一
プ
心
整
備
；
、

E
U
法
の
被
っ
た
い
ホ

る
打
訂
作
い
界
人
幻
弘
知
五
現
を
月
襟
に
引
え
た
司
で
あ
る
。

ぉ
5ct71は
、
次
の
巡
り
、
同
つ
の
斗
標
を
計
υ
ζ
L
て
構
成
さ
れ
マ
、
い
る

U

R
U
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日
出
い
ヘ
J

桔
読
む
九
百
の
サ
本
世
忍
A
M
m
心
加
速

・
全
て
の
人
八
の
手
ご
ろ
九
日
一
通
f
h
サ
ピ
ス
蛇
伐
の
？
山
述
化
）

ユ旧い
μ
ー
引
ム
訂
作
】
に
向
け
た
ア
キ
’
コ
ミ
コ
ノ
テ
、
ル
の
凹
門
法
へ
の
縦
長
と
執
行

r

日
除

よ
汀
安
価
、
高
述
、
友
会
一
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ァ
ト

－
よ
人
り
安
府
で
高
速
な
イ
ン
タ
？
ネ
ッ
ト
ア
ん
ン
セ
？
へ
。

・
叫
削
究
者
、
学
止
の
た
め
の
よ
り
z
功認一へは

f
ン
夕
、
手

F

ト
U

・4
え
ず
な
不
ッ
ト
ワ

i
ク
と
ス
マ
ト
カ
ド
。

日
場
一
・
人
材
と
ス
キ
ル
へ
の
い
以
資

修Ii＇明に呈る I七［心情報：！：盤＇z"' ノJ

・
欧
川
一
幻
自
少
午
一
三
ァ
ロ
々
ル
時
代
仁
い
さ
な
う
c

也
知
識
基
盤
也
一
縦
一
沿
に
お
け
る
労
働

F

－L
知
識
基
数
型
経
済
へ
む
全
市
之
の
ね
か
d

町
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一
イ
シ
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ネ
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ト
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刊
出
促
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h
p
f
凶
取
「
う
（
い
一
加
速
化

－
方
ノ
ブ
ィ
ン
政

iH
公
共
小

t

ピ
ス
へ
の
霞
了
的
v
ク
h
J

ペス
ο

－
オ
ン
フ
イ
〆
従
康
管
町
四
一

－
グ
ロ
！
パ
凡
7

7

ト
ワ
ヲ
；
ク
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向
け
た
欧
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内
ブ
ご
J

タ
ル
一
／
一
一
J

ンソ
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同
様

ふ
い
、
一
コ
ワ
rJι

の
η
何
百
》
七
町
N
C
A
）
凶
と
ほ
ぼ
同
械
で
あ
る
リ
戸
、
同
様
r
U

「
杭
割
引
い
ん
訂
（
U
法
品
川
並
備
の
加
速
L

は
、
通

日
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
巡
礼
亡
し
い
る
山
閉
店
次
補
凶
に

K
い
て
情

hw？
会
の
よ
？
認
を
実
く
と
い
う
こ
と
な
豆
夜
、
℃

L
E
E七
工
に
…
料
山
口

百合

に
退
出
さ
れ
た
ー
も
の
で
あ
る

こ
の
日
標
（
ソ
一
行
械
社
公
の
茶
続
準
備
の
加
速
」
に
は
、

つ
の
同
丸
山
け
が
あ
令
。

つ
め
は
、
「
ん
て
の
人
へ
の
子
ご
ろ
仕
活
ー
信
吋
ー
ヒ
ス
提
供
の
店
法
化
」
ぜ
あ
る
こ
れ
は
、
電
，
ふ
出
店
分
貯
に
お
け
る
山
田

ft 
」

の
導
入
に
よ
れ
実
現
す
る
も
り
こ
寸
る
池
、

…
は
存
E
U加
明
川
一
月
一
九
力

E
の
d
h
つ
に
対
定
、
不

y
f
ワ
i
ク
ん
て
中
心
ピ

ず
る
も
の
で
は
ぼ
く
、
問
団
定
、
県
線
、

今
ブ
ル
一
プ
レ
ピ
こ
い
っ
た
禄
々
は
士
Z
Rを
川
一
則
一
f
J

る
、
｝
乙
j
j
i

に
よ
り
長
田
引
を
凶
る
に

J

び
れ
て

お
り
、
引
ど
イ
、
ご
，
一
ソ
の
普
段
ふ
ー
を
同
一
さ
せ
る
ご
と
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
切
開
一
司
五
一
氏
が
、
ネ
y
N
円

1
7
に
ア
ク
セ
ス
す
る
千

段
士
H
判

t
る
よ
う
に
す
る
と
レ

3
配
慮
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
ι

ぺ
め
は
、
一
情
報
村
会
化
に
け
け
た
て
ノ
キ
・
つ
ミ
ユ
ノ

7
1
ル
の
凶
山
口
氏
へ

で
ゅ
の
り
、
こ

f
て
は
、
通
信
分
断
、

に
限
ら
ず
広
ノ
＼
電
P
J商
取
引
苛
む
底
辺
分
野
心

E
U
C枠
組
も
ん
同
げ
の
た
γ
キ
・
コ
ミ
コ
ノ
一
ソ

1
ん
の
倒
的
い
へ
の
M
W
交
を
引
う
－

TLと

さ
れ
と
い
る

d

ま
こ
、
ヲ
J

の
他
（
川
一
日
僚
に
お
い
f
L

も
内
向
山
口
hc官
以
と
ω
よ
的
イ
ン
タ
ー
ネ
／
ト
心
強
制
度
が
「
内
い
。

L
J
2
2
z
ー
は
、
れ
ん
n頃
巨
に
対
し
て
ベ
ン
ヰ
マ
ー
ク
主
設
定
、
三
L
一
訂
姉
を
行
う
よ
う
に
災
足
さ
れ
た
が
、
こ
の
べ
ン
チ
マ
ー
ク
は
絶

対
的
以
紋
佳
い
わ
椋
で
は
な
く
、
、
？
に
を
の
時
点
の

E
U

ハ
山
，
均
J

の
比
校
に
お
い
て
の
一
好
仙
川
、
と
さ
れ
z
f
J

（

ロ
ハ
い
一
ふ
年
六
月

M
F
に
リ
ス
プ
日
ャ
ナ
さ
開
催
予
れ
に
情
報
社
公
化
に
つ
い
亡
の
欧
州
閣
り
僚
会
誌
記
一

5
℃
2

2

7
泊三

z
rコむ｝（ザ》門戸｛

J

《
吋
の
ロ
A

円
以
」
《
Z
M

｛口一
1
3
】「同
H
M
E
↓
C
D

で、
7

一
削
械
告
と
あ
る

出（）（））目
J
c
m吋
2
3

］ご門戸内
J

出〔）（）日

が
パ
λ
十
点
さ
れ
と
い
る
。
ザ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ト
は
、
加
山
明
日
候
緒
川
一
て
も
情
報
社
会
化
は
絵
ま
3

て
い
る
こ
し
て
h

る
が
、
そ
の
戸
の
引

（以人法学i＂＂に 40.、同局、20](1 j c 



会
的
、
粁
済
的
な
力
平
政
記
的
、
同
点
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
し
、
凶
山
よ
り
送
技
に
4

エ間同九日
h
v
半

ν
て
い
る
と
し
て
い
る
v
h
b

円相、

同
月
E
U

ね
で
は
、
さ
ら
に
色
γ
久
な
剖
一
ー
さ
あ
る
、
？
打
2

注
の
午
ミ
C
七勾同（在日

v

ク
ン
ョ
ン
プ
ソ
シ
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
羽
山
車
品
市

盟
国
は
巨

U
の

ハ
聞
と
V

J

て
必
然
的
ド
ャ

の

L
2
3℃々
、之
f
3
U
4
ノ
〆
一
宇
一
行
、
〕
て
い
く
こ
と
こ
な
る
ι

第
五
次
判
仏
大
守
口
氏
に
し
ん
｝

〈じ（ソ一間引
f

二
月
二
一
ハ
〕

E
に
は
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
「
情
恨
吐
ム
主
化
に
つ
い
て
の
欧
州
閣
僚
会
設

ー
す
聞
か
れ
、
口
以
終
報
告
で
あ
る

杭
川
品
川
盟
日
の
mm子
浅
信

｝
V

河

13mM

コJn
］

N
m
4
5
2
一～乙弓戸】
21MN
町、（戸）ム

恒
川
刑
法
伝
一
万
野
の
仔
及
状
況
が
ほ
告
さ
れ
た

U

、
」
の
最
終
報
告
で
は
、
加
盟
一
快
法
百
は

十
の
ヘ
ム
去
以
降
、
多
く
の
分
野
で
非
主
に
逆
広
し
た
こ
さ
れ
て
パ
る
が
、
イ
J

タ
！
ネ
ソ
コ

u休
に
対

λ
q
J

る
持
、
わ
が
ま
に
低
い
、
」
と
、

4
1
1
崎

l
一
人
坪
ル

Hm低
レ
こ
と
か
ら
、
J

バ
／
タ

l
不
ッ
、
ー
の
並
H
M人
が
ま
だ
低
い

修 Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

レ
ベ
ル
バ
L
あ
る
い
、
と
等
、
加
盟
一
供
情
判
の
ほ
と
ん
ど
は

E
ド
日
の
レ
ベ
ル
に
は
遣
し
て
お
ら
「
、
古
町
内
社
会
一
化
以
木
だ
不
分
で
為

る
と
し
、
中
l
時
心
加
出
紋
補
臼
の
情
報
湿
布
ば

E
U
加
盟
後
も
知
識
基
盤
域
径
両
の
尖
日
怖
を
掲
げ
る
リ
ス
ボ
ン
校
時
に
向
行
た
政
治

的
な
議
践
む
焦
点
と
な
る
と
締
め
く
ノ
＼
ワ
て
い
る
コ

与
亡
、
巳
h
d
】同
C
H＋
最
北
川
、
災
止
円
が
お
摘
「
る
課
題
の
つ
に
パ
ソ
コ
ン

ヘリ
i
A
h
r

一
l
J

レ
A
E）
普
及
、
り
出
問
題
が
あ
る
c

の
加
問
候
補
国
に
お
け
る
制
人
口
二
半
均
月
以
二
対
J
J
る
p
f
k
の
沼
格
と
円
宅
て
の

F
U’
沫
令
状
？
ド
の
位
帝
日
間
昔
で
は
、
州
川

人
の
u
u

刀
収
で

nrcを
買
え
な
い
同
は
、

F
C
の仙川
wmは
し
山
で
い
吋
月
以
の

凶
六
倍

！日j

・
八
四
弘
二

エス

l
二
戸

チ
「

l

ソ
ト
ピ

f

へ
同
一
冊
〔
い
い
一
川
信
）
、

ハ
ン
ガ
リ

A
h刊
旧
）
、
リ
ト
ア
一
F

六
六
倍
）
、

ス
ロ
バ
ム
マ
F

iπj 

f,,j 

j
 

一
h
r

の
八
ゃ
ん
同
に
の
ぼ
る
c

ア
札
口
%
以
！
の
叡
じ
で
自
伝
に

r
cを
示
し
て
い
る
の
は
、

ィ
ブ
ず
一
」
、

マ
パ
ケ
ス
円
べ
一
一
？
の
て
ヵ
M
門

の
み
と
あ
る

L
か
し
長
終
取
告
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
政
社
や
百
円
山
、

ザ
ー
ピ
ス
を
イ
ン
ラ
イ
ン
で
購
↓
へ
で
き
る
か
っ
と
い
っ
て
、

仁
J

～九時加人一
q
J

る
ζ

ーγつ
佐
人
灯
火
き
な
投
資
を
J
L
ψ
！
化
は
で
き
日
い
口
」
と
し
て
、
イ
J

タ

ネ

y
ト
の
普
及
川
り
ん
J

め
に
は
、
加
問
絞 11ヰ
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日
他
国
に
お
い
て
、
経
済
が
活
性
化
さ
れ
、

F
rし
が
手
凶
r
n
Q
切
除
で
一
人
子
で
き
る
状
態
に
な
る
こ
と
が
必
民
で
あ
る
と
し
て
い
る

J

も一三
C
亡

命

？

は

〆ハ一一、
υ一
一
年
ー
ま
で
の
一
一
什
聞
の
ア
夕
、
ン
一
ア
J

／
ラ
／
で
あ
：
句
、
こ
の
短
期
間
で
、

E 
l I 

。
。
年
か
ら

百合

ベ
ル
心
情
日
行
計
い
ム
2
1
1
を
五
現
す
る
こ
L
Y

は、

リ
ス
小
ン
戦
時
L

川
け
て
達
成
し
な
け
れ
ば
な
、
つ
な
い

f
J
Jコ
防
庁
♂
一

J

J

？

｝

C

J

一

J

、

J

ノ
ノ
同
凶
吠
↑
、
ァ
β

叫

ん

J

V

J

3

計
一
司
で
も
あ
川
、

そ
れ
で
も
一
之
の
進
炭
が
み
つ
れ
た
こ
と
、

新
た
な
R
U
を
泊
河
野
に
入
れ
、

結
果
と
し
亡
、
ぷ
削
宍
は
あ
る
が
、

校
尚
臼
が
E
U
に
け
土
布
み
を
ム
ド
わ

r
て
き
た
乙
い
う
エ
」
で
は
意
義
げ
が
あ
る

先
述
の
如
く
、
加
叫
町
役
叫
河
川
］
は
加
盟
後
、

f
ン
夕
、
手

F

ト
人
公
川
斗
旨
止
に
利
一
同
川
し
り
に
サ
i
ノ一ス、

ア
ブ
リ
人
ノ
i
J
ョ
ン
、

コ
シ
7

ン
ツ

を
実
現
一
G
J
F
G

ブ
ロ
ド
パ
シ
ド
イ
ン
タ
ー
十
y
ト
の
斗
吉
社
乙
い

J

た
¢
H
N
2
3
官
民
さ
日
二
位
う
こ
ζ

な
る

o
z
れ
よ
り
え
新
規
加
山
内
庄
が

U
J
燃
に
こ
の
だ
間
三
三
足
以
）
〈
己
主
実
M
3
4
q
Q
上
九
一
止
の
、
安
悩
で
高
山
山
一
院
な
ブ
口

l
ト
パ
〆
ド
ネ
ァ
、
り

l
ク
事
羽
、

T
損
な
価
格
で
人

T
で
き
る
P
ど
の
首
及
、
主
に
P
｛
ハ
ヤ
」
引
出
し
た
r

〆
タ
l
ネ
ソ
ト
げ
山
川
む
た
め
の
敦
古
川
県
J

の
大
き
な
潔
将
司
が
伐
さ
れ
た
し

屯ト
h
A
凶
行
h

L

関
し
て
は
、

切
仰
い
似
柿
川
は
一
九
九
一
町
一
一
明
hr
ら
E
t常
気
吋
忠
信
州
伐
肢
に
従
っ
た
辺
伝
九
日
取
古
川
下
ん
指
し
、

日
市

場

tH止
化
に
取
り
組
み

E
U
へ
に
加
慌
を
め
ざ
し

取
次

E
h
u
c屯
気
通
じ
州
政
策
に
今
わ

U
国
dh
屯
気
持
信
事
業
む
平
ん
い
R
化
を
行
い

せ
た
件
同
内
の
電
気
通
信
政
策
J

に
と
っ
て
き
L
1
ま
に
、
削
叫
山
貨
を
洋
人
「
る
こ
と
で
、
凶
内
、

z
i
A
t刷
信
山
均
一
り
活
性
化
を
川
門
っ
た
ハ

ジ
ボ
済
同
情
茶
店
デ
ン
タ
ル
一
一
ノ
バ

q
v
は
あ
勺
た
が

段
階
的
二
電
及
品
一
信
市
場
の
域
内
調
和
化
に
同
調
し
て
き
た

ー
と

E
U
＼
の
加

盟
条
件
で
一
山
る
ア
キ
・
コ
ミ
L

ノ
ア
1
1
M
に
つ
い
て
J

川
、
、
前
盟
校
前
川
川
の
多
く
は
電
気
辿
C
U
八
江
市
川
に
悶
げ
て
必
安
人
々
法
甘
立
小
を
問
内
法

に紺っ’
A
L
て
き
た
国
内
法
十
九
整
備
で
あ
パ

k
f
ス
ト
一
ア
と
ヰ
一
；
J

も
こ
の
一
一
い
V
一
午
一
月
一
日
に
新
電
気
油
信
法
主
成
J
一
さ
せ
る
と

U
A
こ
こ
で
訊
問
し
て
い
る
υ

新
国
以
明
且
同
幻
場
合
、
そ
れ
ま
と
過
信
ィ
ン
ブ
ブ
を
戚
一
備
す
る
た
め
に
、
既
存
い
通
信
事
業
省
に
対
ト
ニ
今
批
円
M
K
は
い
住
が
長
期
判
に
わ

乙
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
に
こ
ζ

か
う
、
土
！
芦
電
話
サ
ー
ビ
ス

に
加
ー
へ
者

u…
似
を
徐
め
こ
す
る

f
ン
フ
ラ
叫
併
後
一
け
一
山
の
つ
出
化
が

～
川
ノ
ヂ

（以人法学i＂＂に 42.、同色、20](1 j c 
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新
ほ
加
品
川
恥
凶
門
全
て
で
注
成
v
ぐ
れ
た
り
は
、

一
c
c

－f

同
一
ヨ
か
、
り
と
あ
っ
正
光
ぃ
止
の

（日
J

コ
↓
午
テ
レ
コ
ム
ハ
う

l
ジ
は

一
け
の
川
年
引
一
月
一

日
の

E
U
Y山
盟
ー
を
め
と
と
、
ν
て
、
別
問
山
U
A
A
日制
M
川
い
川
内
内
法
制
氾
の
義
務
J4
認
L
て
い
た
が
、

E
り

っ
こ
比
較

、J

た
場
合
、
新
規
蛇
開
国
は
、
市
川
唱
の
実
体
ζ

の
ギ
＆
i
p
J

フ
は
大
き
し
い
け
仏
首
ご
新
た
な
法
的
枠
組
と
な
る

（） 

の

介
i

一
ア
戸
コ

A

パ
ソ

ウ
ー
ジ
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
白
い
つ
な
か
っ
た

新
刷
出
血
M
H
は
E
U

判
指
令
ト
九
州
い
拠
し
た
M
川
内
法
制
吠
一
仙
以
外
に
も

E
hい
の
政
院
に
従
、

刊
に
語
い
（
ノ
ノ
、
た
め
に

ほ
活
心
川
政
菜
を
ま
一
泊

L
て
い
る
小
、
そ
れ
に
大
き
易
、
い
日
一
献
し
っ
、
い
る
の
が
い
敦
略
的
パ

i
i
J
J
i
？
ご
し
て
ほ
に
新
規
加
盟
「
ん
に
参
入
し
て

い
に

E
U

札
仰
の
嵐
気
通
信
事
業
者
で
あ
る
。

い
ヨ
現
状
で
は

E
U

刊
に
新
旧
VJ
加
盟
店
／
｝
の
粁
済
h
A
n
z
h
M
十八き

新
規
加
持
活
と

E
U

日
の
通
信
屯
J

業
者
と
の
違
法
…
心
強
化
が
重
要
で
あ

4ec

E
U
加
山
引
い
を
忠
之
し
f
八
に
は
い
え

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

ぱ叩九

L
A守
賃
金

7

内
で
は

七
i
佑
ム

l
口
か
ら
二
一
r
J
C

C
C
河
年
土
月

日
の
加
盟
一
出
増
加
で

ド
ド

6
の
絵
、
f
筒井げか
ψ
1
祝
日

億
二

l
つ
に
引
き
ニ
げ
ら
れ
「
勺

新
川
胤
川
監
凶
は
中
小
企
業
中
、
い
の
一
昨
来
楕
造
1
」
与
っ
て
い
る
こ

2
す
か
ら
、
新
規
加
措
凶
の
中
小
企
業
が

F
P
り
に
参
加
し
て
く
る
こ

U
F
6
り
以
前
一
同
公
募
7
h
u
t号
、
い
ー
に
－
川
堤
加
盟
凶
か
、
り
の
研
究
開
発
丸
一
一
り
割
合
ば

l
y
」日戸十八い

J

3

J

 

L
刀

L

じ
のノ
バフ

一
つ
つ
一
』
十
九
新
規
加
保
問
、
り
核
問
、

A
F
北
川
に
給
付
さ
れ
に
公
的
愉
助
は

’J

＼）心一
J
l
l
i

は
い
九
過
ぎ
な

に
川
叫
甲
子
山
じ
た
か
っ
I
f
八

λ
l

お
な

、JJJ

い

H
I
P
一ν

J
ん

4

1

j

M

六

ド＝させ
J
h

這
）
山
改
定
版

川〕

（
け
一
心
開
午
月
一
八
日
に
は
欧
州
妥
員
会
に
よ
る
に

2
3宮
山
き
日
の
ア
明
報
f

口
が
山
M
さ
れ
々
が
、
乙
ム
こ
さ
官
同
三
日
が
数
他
川
け

票
に
な
じ
み

コ
？
に
の
に
対

L
、
用
問
之
さ
宮
山
（
）
一
）
日
は
印
刊
を
求
め
る
側
面
h
r
品
川
い
に
か
む
、
数
値
的
評
似
は
あ
ま
り
な

3
れ
な
か
っ

な
i育
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欧
州
一
一
会
員
会
は
汁
同
報
告
役
、

C
U
ハ
年
以
降
の
判
だ
な
ア
勺
ン
1

／
フ

7
J
の
検
討
に
若
子
「
る
に
同
時
に
、
第
十
パ
次
拡
大
ー
ρ

百合

日
伐
の
（
）
リ
阿
守
斗
月
一
七
ヨ
、

L
J
C
3育
長
）
山

何一ム、
d
d
C℃
ω

山内

C
C
ω

ピ
U
円一戸
Z

V一川下一十五、〕
l
f
v

口見

E
I
V
山
川
込
い
ご
さ
百
三
当
日
ア
ク
シ
ロ
ご
っ
ノ
ラ
〆
刀
J
べ
砕
を
維
何
百
二

イ
ン
ブ
ブ
啓
備
、
電
子
サ
ピ
ス
、

ア
フ
1

ケ
ー
シ
ロ
ン
、

ゴ
〆
ア
〆
ソ
の
開
発
促
進
こ
E
U
全
域
ピ
お
け
る
民
間
立
前
提
に
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
シ
ド
、
伝
頼
性
こ
セ
キ
ス
リ
子
ィ
、

7
4

て
プ
イ
ン
政

壮
、
寸
ン
一
ワ
イ
〆
p
f
旬、

オ
／
ワ
／
i

J

U

陪十一

mu辺
、
電
子
的
取
引
、
乙
三
Z
E
E
の
じ
つ
の
茶
木
一
y
i
マ
」
／
｝
構
成
L
つ
つ
、
川
↓
十
PA取

引
の
重
n

子
守
強
化
L
て
、
信
版
制
い
ζ

ヒ
キ
コ
リ
テ
ィ
を
電
ナ
品
開
山
間
引
に
弘
へ
け
す
る
と
百
川
町
吋
に
、
市
子
尚
取
引
の
コ
ン
テ
／
一
ノ
時
交
に
持

川町

を
汗
ア
l
マ
化
し
て
い
る
（
ま
た
、
不
サ
ー
～

わ
ら
ド
て
、
デ
ジ
タ
ル
主
伶
権
等
科

D
R
V
M
 

出
3てご
｝ 

" 
p・
じよ

ワ
ー
ク
J

ン
ヌ
一
ア
に
つ
レ
て
は

にお一弘にマ一

海
築
に
重
凸
…
が
お
か
れ
て
い
q

一人

c
i
R
X
が

ン
プ
一
ノ
の
恥
ム
パ
W

E
U
 

止
止
に
つ
官
同
き
に
及
び
込
山

E
じ
お
に
お
い
て
出
屯
制
埜
備
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

円
、
ゾ
ロ
ャ
1
J
バ
ン
ド
ア
ク
ゼ
ス
む
苫
及
の
九
が
長
白
、
反
日
と
z
d
コ
て
い
る

各一ア
l
マ
に
お
い
て
は
、
よ
り
制
か
く
町
準
ど
絞
っ
に
一
両
の
ア
ク
シ
一
一
一
／
J
V
提
起
し
て
い
る
わ
以
卜
要
旨
を
一
七
9

し

一
一
）
プ
ロ

i
町
、
ハ
ン

－
新
中
市
川
亦
盟
凶
ブ
「
打
、
ー
ハ
ノ
ド
戦
略

行
動
一
一
一
一
心
ハ
同
午
不
い
れ
で
山
新
規
市
脱
出
い
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
パ
J

ド
戦
時
何
？
一
氏
刺
れ
す
る

ν

・
求
長
イ
二
、
／
了
一
フ
f
〆
ζ

平
ジ
タ
バ
↓
r
パ
イ
ド
フ
J

1

7

7

ム

車）J

．
欧
州
会
員
会
は
一

C
C
M円
引

fmに
ず
ジ
ャ
ノ
ル
デ
パ
イ
ド
7
4
4
2

一ァム
L
7
5
制
限
ー

二
0
0
阿
午
九
司
ミ
ば
に
は
子
の
渇

議
の
成
法
を
ま
と
め
る
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T
A
F
V
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行
動
三
一
二
心
ハ
↓
午

A

月
に
早
川
十
五
、

γ人
「
次
計
代
イ
シ
タ
！
久

F

ト
に
あ
る
よ
う
に
、
欧
川
妥
員
会
は
こ
り
の
四
什
」
十
い
域
内
ピ

お
日
る

l
p
f
u
閑
述
の
攻
り
純
ふ
主
調
一
や
し
、

二
C
C
同
斗
十
人
ま
で
に
午
、
れ
吹
ま
と
め
た

U
H一
円
吉
主
作
成
す
る
「

不
ン
ラ
イ
シ
公
共
サ
？
ピ
ス

省
出
備
に
向
け
て

／
れ
動
川
二

C
O
L
i午
よ
れ
ま
C
二
八
ヱ
欧
州
レ
ベ
ル
で
の
オ
〆
？
イ
ン
公
宍
サ
ご
ス
ち
心
配
備
す
る
ん
J

め
り
一
千
組
な
優
先
手
戸
ぽ
リ
ス

T
J／一

作
成
す
る

U

－
ヲ
ン
フ
ノ
J

シ
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行
動
τ：
二
一
ン
じ
よ
年

1
ば
ま
で
に
、

rq
一
十
全
に
川
用
で
き
る
外
棋
士

オ
ン
ラ
p

f

J

政
府
の
た
誌
の
よ
校
前
主
例
ワ
レ
l
ム
ワ
1
7

以
ド
セ
泌
じ
て
整
備
す
る
つ

地
点
、
地
域
、
問
、

ふ
江
川
、
佐
川
ノ
レ
ベ
ル
で
の
ォ
、
J

ラ
イ
ン
政
府
分
野
で
の
品
川
、
続
事
例
む
六
人
姉
や
午
省
を
容
易
に
寸
る

v

的
M
M
軒
引
例
の
ん
九
日
快
活
動
に
持
絞
N
U
令
持
に
せ
る

J

以
功
市
中
川
判
（
U

一
け
利
川
用
を
妨
げ
る
は
的
安
ヰ
ア
氏
、

ン
ス
フ
ム
心
一
昨
令
権
、
公
共
調
達
丸
木
糾
日
仏
J

、
浪
花
事
例
の
移
む
を
妨
げ
る
安
院
と
同

な
」

20ν
－
オ
ン
フ
イ
ン
批
康
管
担

じ
動
六
．
二

o
n
斗

T
ま
ま
に
ル
オ
〆
づ
イ
ン
健
康
管
法
に
お
け
る
相
可
運
用
件
に
関
す
る
院
純
手
似
の
一
覧
資
料
を
光
求
さ
ゼ
る
、

－
オ
／
ブ
イ
ン
ベ
（
j

山川河

行
上
町
じ
二

c
c
i↑
寸
末
ま
と
仏
教
育
、
訓
練
、
研
究
、
注
業
に
お
い
マ
、
中
レ
的
役
京
を
氾
γ
つ
人
々
と
行
政
湾
係
者
向
の
協
力
政
化
J
V
と
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1
J
F
？
J

こ
γf七
υ
ご
コ
、
一
」
フ
l

、
守
ツ

U

プ
い
γ

’lkrv～
』

ア

Q
J

、cf
Jマ
J

i

刊日

t
v
I
U
日

C
～v
y

p

τ

壬
J
1
i
h
L
Y

、

、
c

f

h
子
出
一
攻
一
広
の
た
め
の
岩
会
一
で
グ
イ
J

l
ソ
ク
人
々
枠
組
の
創
造

百合

・
定
P
1
2私い

ろ
し
動
八
‘
欧
州
会
員
会
は
、
な
f
t
者
以
刊
の
促
進
を
め
さ
し
、
［
一
川
守
一
ι
H
h
h
r
fん
い
の
取
り
扱
い
と
効
果
を
分
析
ー
一
人
報
μ

圭一ハ
J
M
1

作
戒
す
る

－
H

凶
，
ぃ
伏
流
携
帯
電
話
決
済
（
コ
4
5
5
2
5）

＼

J
A
」

λ
Jノ、ノ、、「

じ

f
b
U
4ノムゲ

／
れ
動
九
二

C
O
L
i午
よ
れ
ま
C
｛円、仁工
U
K
当
係
者
ば
、
叫
南
部
活
計
引
く
れ
に
却
す
る
ぶ
砕
を
提
山
ー
す
る
。

－
デ
ジ
タ
ル
詩
作
権
管
ま

行
動
一
へ

i

ご
一
ア
三
タ
ル
者
壮
一
権
鵠
！
涯
に
坦
ず
る
ハ
J

レ
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、

ウ

0
1年
ぃ
汁
に
技
術
的
、

経
伶
約
、
法
山
山
r
f
d
課
川
浩
を

内
定
し
、
こ
、
れ
ま
で
の
協
議
段
府
か
ら
実
施
設
市
へ
の
修
行
の
ん
一
め
の
殺
防
約
料
缶
を
ノ
り
1

ノ〈

e

屯
f
i
出
取
引
の
去
ら
な
る
実
説
L

向
付
て

記J

h
t
糸
相
一
旬
↓
述
沼
て
J
h
γ

！
の
一
。
戸
い
－

心
的
動
ど
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
透
引
は
条
件
を
埜
倍
す
る

J

" ノJ
動

oour
ぶ
ま
て
に
中
小
企
立
引
の
電
了
、
内
取
引
に
悶
す
る
枝
川
収
事
例
ヂ
l
ケ
ベ

i
ス
三
世
V
f
f

附
す
る
c

凶

）

何

回

R

－5
5ロ

行
動

。一り十円ん汁
i

げ
す
ば
ま
て
亡
、
に
す
だ
一
5
5コ
い
関
わ
る
全
体
的
託
子
包
分
い
わ
J
L
、
そ
れ
に
特
山
の
泊
域
と
実
呉
市
叶
鮮
な
い
惇

る
げ
が
で
、

L
R
一己主
C
d

の
浸
弘
明
R
を
一
丹
日
制
す
る
す

ム
判
）

L
、
ご
吋

c
－xd
ベ
／
J
ノ
マ
ー
ク

ろ
し
動
凶
－
柔
軟
な
は
答
一
フ
タ

メカ一－

X
ム
に
よ
る
、
続
…
2
1
J

エ
プ
ア
一
ア
ノ
ト
7

ノふつ｝

h

と
し
し
内
J
R
5吾、
J
C三
】
XU

zvユ
試
日
以
一
9
4
0
n

Ci) 

投
開
で
実
羽
「
司
令
。
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続
九
円

2

／て一
J

’O
T

ラ
ノ
ト
フ
ォ
ー
ム
第
段
階
と
し
三
一
つ
コ
凶
ι
京
ま
で
に
、
山
氏
州
統
計
対
日

f5uE）
の
そ
の
他
心
悶
同
一

ソ
ス
に
J

U

j

ン
ク
さ
れ
た
、
ト
ゆ
え
で
の
ベ
ン
J
J

マ
v
t

ク
指
削
怖
を
紹
介
「
る
ツ
ニ
ゾ
小
イ
ト
を
件
情
十
ゐ
努
一
段
階
で
は

ハ
〉
ム
ヰ
年
半
ば
ま
で
を
め
ど
い
、
欧
州
妥
員
会
に
よ
る
正
式
な
分
析
総
説
川
J

ど
出
え
た
一
ア
y

！タ
F

ど
提
ぷ
す
る

r

・
柔
軟
に

k
I
Uで
き
る
ワ
干
タ
以
伶
人
服
青
メ
カ

一
ス
ム

e
M
O
D
I
N－

S
フ
ロ
グ
｝
ワ

を
γ山尽
L
、
欧
州
統
計
回
の
一
ア
ャ
タ
双
〆
犬

作
業
で
は
カ
パ
v

t

さ
れ
hrn

い
4
一
の
に
的
を
絞
一
っ
て
設
E
ず
る
ハ
欧
州
去
員
会
は
ぷ
説
臼
乙
の
喝
議
の
後
、

一
C
C
M
J汁
山
刊
に
提

と
リ
ス
ボ
J
U
U

吋
略
へ
一
け

I
ピ
T
の
貢
臥

行
動
一
五
e

欧
川
品
店
員
会
は

0
0
4年
＋
口
む
庁
ミ
ッ
に
布
一
円
、

二
つ
0

4

0

一
C
汗
ま
で
の
情
報
社
会
技
術
の
リ
ス
ポ
ン
戦
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附
へ
ρUJR
献
の
と
め
の
J
A

リ
工
ン
ァ
l
ン
ョ
ン
及
び
川
転
手

nw告
と
し
て
、
合
同
ECJfkv
のげ
4

明
日
山
的
分
析
乞
提
出
す
る
c

正
門
戸
旬
。
宮
山
つ
〈
）
山
氏
｛
じ
収
で
は
、
ー
し
述
む
議
了
凶
取
引
れ
い
り
重
視
の
似
、
第
f
t拡
大
に
よ
る
統
ム
円
の
派
化
に
不
り
欠
な
牛
耳
一
2
2
0
D

が

引
に
強
什
州
宍
れ
て
い
る
r

島
民
ο
胃
N
｛）A
5
改
定
版
い

Y
Kれ
ば
、
乙
同
月
7
5
0ロ
と
は
、
「
ム
i

て
の
欧
州
川
市
誌
に
対
｛
二
三

I
C
i
斗
ノ
ー
ビ
ス
へ
の
州
十
社
T
J

日
γ
ク？で

ス
を
妥
？
な
姉
絡
で
必
供
、
二

I
C
l
サ
ャ
ピ
ス
の
引
店
主
保
託
ず
る
こ
と

む
し
九
砧
っ
て
い
ザ
Q
M＼
そ
こ
に
ド
ま
、
り
fJ
、
ー
じ
I
J
之
通

じ
て
社
会
的
な
が
首
、

を
強
μ
ー
す
る
施
帯
二

レ
ベ
ル
て
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ゾ

関
述
L
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
の
弘
社
一
点
体
予
リ
ス
ド
ン
戦
略
に
規
定
さ
れ
た
月
棋
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
結
束
」

の
し
ヨ
ア
現
に
十
、
き
し
く
貢
献
」
1
J

る
も
の
で
あ
る
と

光
九
州
ん
し
ん
一
湿
り
、

mvp吉
田
円
以
ν

去
さ
い
の
改
定
版
に
お
い
て
は
、

二
心

c
i’q
中
国
ア
ま
で
に
、
特
定
の
斗
僚
を
定
リ
グ
亡
、
乙
コ
ユ

4
2
5

I I 
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の
優
先
順
町
を
川
門
江
町
制
「
る
べ
た
だ
1
／
心
根
一
↓
日
す
か
な
さ
れ
て
い
る
。
致
wr
ー
を
？
司
会
は
、

I
C
T普
及
に
お
け
る
地
域
的
、
社
会
的
不
均

穏
な
む
引
制
す
一
る
た
め
に
、

4
り
mr
仙
台
的
な
♂
ノ
ヲ
ー
タ
の
収
集
し
」
モ
の
分
析
の
室
長
性
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
子
三
ニ
主
旨
の
け
（
体
的
施

百合

第
を
ふ
F
の

亡
い
ヂ
h
w
v

－
オ
／
ブ
イ
ン
汁
ー
ピ
ス
へ
の
ア
ク
ヒ
ス
胤
お
と
利
同
促
進
に
向
け
て
、
ヂ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
説
日
戸
川
一
目
話
ァ
ラ
ソ
卜
7
才
7

ム、

イ
ヤ
レ
ス
永
ッ
ト
ワ
ク
叶
寸
、

P
仁
一
に
刷
出
｛
疋
さ
れ
な
い
マ
パ
ヰ
プ
一
ワ
ヴ
ト
ワ
ナ
ヲ
ム
今
一
通
じ
た
月
四
2
L↓
2
ペ
5
の
七
一
り
の
ガ

f
ド

ラ
イ

f
v↑
崎
県
z
必
ず
る
。

－
ア
ク
セ
ス
や
山
tl
い均一ー

γ
さ
の
標
準
等
へ
り
斗
際
を
設
定
し
て
実
施
一
「
司
令

「
公
比
九
一
前
一
芝
、
ヴ
コ
ゾ

y
ク
セ
ス
件
イ
コ
シ
ア
一
y

q
ブ、

コ
ニ
パ
l
什
ル
平
庁
イ
ン
H
h
m
畑山口ヰ
J
）
〈

－
ノ
ン
タ
l
ネ
ァ
ト
公
大
ア
ク
セ
ス
ポ
J

ン
ー
ー
の
さ
ら
は
る
培
技
。

省
内
田
口

η
7
2
0
D

に
れ
す
る
間
引
と
デ
ジ
タ
ル
リ
一
マ
ラ
、
ン
！
の
r
川
一
し
一
戸
一
切
な
コ
ン
ア
ノ
ツ
什

1
ビ
ス
の
提
供

入
、
比
門
会
的
弱
者

や
女
性
へ
心
吉
正
帆
埋
昭
一
主
伯
め

ドト

f
H
さ
れ
る
リ
ス
ケ
れ
い
Y
ぬ
る
グ
ル
ー
プ
や

特
別
な
必
安
心
為
。
桑
刊
に
fM，
L
て
山
十
を
M
州

る、
c 

八
ぷ
日
八
い
地
五
日
い
お
け
る
イ
ン
タ
i

ネ
ソ
ト
ア
ク
竺
ス
の
川
町
供
や
、
デ
ン
タ
ル
リ
一
J

ラ
ン
ー
の
向
上
、

一K

ル
J

7

3

｝
ワ
ノ
ト
フ
ォ

t

A

F

ツ

υ

ー
チ
、
？
い
っ
た
却
系
け
、

レ
ず
れ
も
市
脱
出
附
の
川
村
山
伊
絡
手
ゃ
外
川
内
に
お
け
る
地
域
w竹
系
J4
考
慮
し
、

デ
ジ
タ
ル
↑
一
ハ
ィ
ド
の
解

消
を
河
川
同
ん
ど
も
の
乙
い
え
る
υ

制引に、

マ
ル
チ
ノ
ラ
ッ
ト
フ

t
y
ム
ア
／
U
I

チ
は
、

イ
／
タ
ヲ
ネ
ッ
ト
＼
の
ア
ク
セ
ス
平
パ
イ
ス

を
F
C
に
限
ど
す
る
い
一
と
な
く
、
す
で
仁
家
廷
に
世
回
以
内
孔
L
↑
に
い
る
一
ア
レ
ピ

る
イ
ン
タ
ー
丸
ノ
ト
ア
ク
U
ス
に
J

ヱ「小口

叶
見

る、」
ζ

で
、
地
i
波一フ
J

タ
ル
一
ア
ノ
レ
ピ
ピ
よ
る
双
J
H

リ
川
品
リ
日
ス
や
U
M
r
詰
サ
ピ
ス
の
普
及
を
も
が
～
通
し
て
、

E
U
八
王
岐
に
お
け γf 

ノ
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る
氾
述
、
三
倍
以
仕
会
小
山
を
め
究
、
し
た
も
の
で
あ
る

v
L
H
E
E
E
は
、
地
域
、
教
守
、
文
化
、
性
別
、
午
折
、
経
治
能
力
等
心
選
い
内

一
人
る
デ
ン
タ
ル
デ
ハ
イ
ド
ゃ
、
れ
い
々
な
域
内
格
k
ん
な
一
一
少
さ
小
る
、

τ）で
E
U
の
を
買
主
一
凶
る
、
と
い
う
、

R
U
統
合
の
F

ー
白
」
附
政
昔
、
と

I
3
い
え
る

T
ム

ベ

〉

T
1
中」。

1

1

t

 

長
片
付
羊
判
に
肉
汁
一
一
ー
、
研
究
開
売
や
投
資

tmGIJて

校
叫
何
日
出
引
に
お
け
る
ヰ
伝
性
J
Y
向上々
もし

同
際
競
勺
七
手
一
一
一
円
め

せ
る
重
投
分
野
で
あ
り
、

拡
大
い
一
日
行
L
H
h

よ
コ
て
絞
ん
に
な
詐
進
ず
る
E
U
は、

げ
ス
ポ
ン
戦
時
で
掲
げ
刀
打
ヨ
田
川

i

人
羽
に
向
け
て
］
｛

γ

に
払
る
情
報
社
会
化
い
～
マ
川
崎
に
扇
舟
4

を
お
い
た

U

こ
の
中
、
h
h
ζ

な
っ
亡
の
が
ほ
u止
の
の
M
W
Z
H
R
d
o
v
。
次
略
判
C
あ
る
。
そ
の
第

没
は
附
は

ブ
ロ
ー
ド
パ
ン
ド
ア
ク
セ
ス
の
城
町
出
、
、
い
う
イ
ン

y
ラ
総
誌
で
丸
り
、
州
市
二
段
陪
が
、
げ
し
備
さ
れ
小
人
イ
J

っこ
7

を
い
み
質
的
に
日
肘
ず
る

心
め
の
f
y
リムソ
l
シ
j

ン

汁
ン
フ
〆
ソ
心
問
先
と
利
川
の
似
氾
で
あ
る

U

殊
に

戸

7
m
m
t
心
民
税
と
い
二
一
点
に
到
有

サ

l
ど
ス

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

の
ド
ノ
テ
J

テ
J

一アメ

l
官
有
す
る
多
様
な
加

m
Eか
ら
は
る
E
U
に
お
レ
ど
は
、
各
一
出
に
山
守
山
わ
る
主
化
U
ぷ
を
保
持
、
促
－
一
し
ご
い

く
よ
沿
っ
な
γ
ブ
リ
ヶ

1
シ
リ
コ
ン
や
コ
ン
一
ー
ン
ツ
の
開
発
が
重
授
と
な
う
た
わ

五
。
情
報
器
砂
川
政
策
惨
京
別

円
町
役
い
九
、
り
ヌ
一
ナ
ノ
戦
時
中
間
評
怖
山
よ
る
抗
戦
在
た
化
戦
門
町
の
終
戸
を
い
ん
て
お
〈

十

Tl 

ウ

f
、
・

J

7

刈
ソ
・
レ
ユ
中
旬
ト

戦
時
を
u
品位ずノ
h
｝

』
さ
も
て
J

ト」川一

メ

ヲ

～

1

J

ミ」一ー一、

リ
ス
ホ
〉
戦
略
で
は
九
千
閣
の
こ
の
一
0
4午
に
訂
昨
今
一
し
い
、

C
C
N
4
 

月
、
ゾ
ソ
ユ
y
h
γ

ル
引
ノ
ミ
ッ
ト
の
芳
、
南
仁
よ
り
、
そ
の
資
料
作
去
の
依
料
を
交
け
結
成
さ
れ
ヒ
の
が
、
い
ん
オ
フ
シ
ダ
れ
棺
と
あ
る
内
ィ

「当
J

ヨ
ヌ
c一之

ハ
イ
レ
ベ
ル
グ
凡
／
で
占
め
る
。

μ

・
コ
ヴ
ク
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＂児

一
月
二
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
り
ス
不
ン
戦
略
の
牛
問
符

E
と
も
口
う
べ
き
い
郭
月
下
需

H

昨
日
開
店
二
世
間
し

済
成
長
、
夕
、
出
店
に

t
三
し
の
J
ス
ポ
、
J

戦
時
』

ひ
っ
悶
4

へ
い
わ
ゆ
る
、

円
ィ
ム
・
コ
ヅ
ク
恥
ン
。
ロ
ー
ト
）
が
公
表
さ
れ
た
（

百合

こ
の
判
：
門
書
で
は
、

E
U
 

例
川
介
必
慌
の
よ
府
争
激
化
と
少
了
古
川
八
州
内
げ
山
会
へ
の
移
〆
守
吹
見
桁
↓
～
、

山山
p

弐
戦
時
で

あ
る
J
ス
ド
ン
戦
略
の
』
一
様
は
月
襟
に
ほ
J

山ぬいと

υ

そ
L
て
浸
ru
認
忍
を

、J

1証

J

巡
JA1以
し
に
誌
の
引
台
l
dけと、

川
一
の
拡
売
の

ヨ
に
絞
一
つ
に
υ

こ
の
立
で
淀
川
木
、
疎
仇
ん
の
江
い
川
川
和
的
な
什
会
ケ
い
め
ざ
し
て
き
た
E
U
政
長
を
者
干
修
正
す
る
よ
う
な

部
分
が
4

め
る
。
ま
に
、
第
ム
川
次
弘
大
は
歓
辺
す
べ
き
で
あ
る
刀
、
リ
ス
ボ
／
校
時
の
司
際
司
～
戒
を
J1

ら
に
選
出
叩
に
L
1
一
と
詐
L

斗同桁

の
注
成
に
PVい
け
て
、
一
れ
ま
で
の
い
の
努
力
引
必
一
u
k
ζ

日
野
市
づ
け
て
い
る
ハ

こ
の
川
刊
誌
吉
は
、
川
剤
散
引
良
、
域
内
市
場
、

労
働
市
湯
、
持
続
司
能
な
叫
卜
山
下
と
い
う

" 
vコ

る
が
、
築
設
は
知
識
社
会
で
あ
わ
、
一

I
C
T
の
バ
旧
川
を
中
、
む
と
し
ペ

的
究
者
に
と

L
魅
力
た
る
知
識
社
た
を
形
成
寸
る
ご
と
一
、

そ
の
と
め
心
一

rp究
開
発
の
さ
ら
店
主
山
川
γ
化
（
軒
先
高
の
俊
尚
一
と
が
究
開
同
党
賓
の
増
稿
）
及
び
情
報
民
信
技
術
の
促
進
一
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
乏
に
、
沼
市
迂
杭
イ
ン
づ
ラ
の
光
山
干
ん
に
つ
い
ー
も
門
及
さ
れ
と
い
る

ν

3
り
に
、
伐
の
整
怖
や
低
康
、
同
点
利
用
弘
料
金
で
川
野
rp」
旧
制
進
さ
せ
る
必
一
辺
科
ハ
心
（
一
同
及
だ
け
で
な
く
、

＼コ

oh
ま
て
に
は
f
－ι
l

八
ン
ピ
の
日
及
巴
y
ナ
セ
少
以
く
と
も
4
コ
%
と
「
る
ヒ
め
に
、
内
定
f
－U
j
i－－
h
k

パ
ン
ド
の
み
ん
百
ら
ず
、

i
G
～u二
府
足
人
1
7

ト
リ
ー
ク
等

の
ん
立
川
坊
を
利
日
す
る
一
一
三
炉
提
一
い
さ
れ
て
い
る
し

子主

リ
ス
ホ
〉
戦
略
修
正

欧
州
－
委
員
会
は
〈
U
O
阿
可

o
c
t午
以
降
の
欧
州
情
禄
吐
ム
ム
化
の
千
人
め
の
挑
戦
」

月
九
円
、

y

し
い
え
ノ
ゴ
、
ミ
ユ
一
乙
ケ
J
f

党
去
し
七
日

w

一
れ
は

（

J
C
ι
げに
J巾
い
け
て
完
全
さ
れ
る
I
C
I
の
口
ぃ
問
、
並
び
に
お
い
Z
2
1
てん
l

り
ス
ホ
ン
戦
略
、
及
び
今
後

L、
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後
霊
山
税
さ
れ
る
べ
き
一
ワ

iγ
や
お
川
住
を
簡
略
に
前
例
し
た
文
書
て
め
る
わ

こ
の
コ
ミ
ヱ
一
一
37
で
け

」
十
同
、
イ
ン
ド
、
一
し
た
諮
問
の

I
C
I
足
立
刊
の
成
長
に
よ
り
、
仕
意
吋
肋
日
け
で
な
く
研
究
開
玲

作
わ
心
情
和
刑
問
、
ふ
と
れ
、
り
の
地
域
い
移
付
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
一
方
f

｝
が
お
怖
さ
れ
、

ι
U
は
こ
の
状
況
F

ど
？
同
校
山
、
投
資
を
引
さ
宮
市
、
貨
の

両
い
ほ
か
一
れ
ナ
ー
居
間
一
を
剣
山

f
司
令
努
々
を
的
化
1

工
な
け
れ
ば
及
、

J

な
い
と
さ
れ
た
。
ま
に
E
U
の
産
業
政
策
の
基
本
は
、
競
争
を
育
点

γ

る
た
め
の
明
瞭
で
い
叩
沌
な
川
崎
か
ん
作
り
に
あ
れ
、
欧
州
会
計
門
会
は
、
予
｝
心
主
小
政
2

山内
y
u
h
m
y也
の
日
界
的
な
状
況
に
川
市
A

み、

f〉
（
）

f
H引
叶
ピ

欧
州
の
I
t
y
t
T
W常
心
政
苧
ハ
山
中
一
分
析
し
た
i
で
、
円
相
切
入
門
ぽ
政
策
を
提
案
す
る
こ
し
た
。

（
J
C
h
1
こ
が
に
は
ウ
ィ
ム
・
コ
ヴ
ク
e

レ
ド

i
i
に
某
っ
き
、
欧
州
共
同
体
安
只
会
が

一出一

〆
災
時
の
h
J

止
の
新
し
い
出
発

雇
用
成
長
の
ー
ぶ
り
協
般
リ
ス
ポ

す
パ
苧
ム
1
、
日
川
叶
一
月
一

そ
れ
を
な
戸
ツ
JJ
ム
に

ー
ー
一
日
の
づ
け
’
L

ソ
セ
ル
叫
、
J

L

で
は

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

拡
大
E
U
守
山
提
に
、
優
先
苛
軒
ん
と
寝
込
マ
内
、
向
山
系
慌
の
佐
合
主
の
倍
川
示
、
加
山
間
引
苧
ζ

臥
川
ぺ
委
長
会
の
役
割
分
相
刊
の
町
一
様
化
、
実
行
千

照
の
筒
川
崎
化
、

政
治
只
日
じ
の
明
付
化
培
、

リ
ス
ボ
ン
戦
時
の
怜
L
込寸がム
7
背
山
さ
れ
た
コ

11 

治
七
次
フ
レ
ー
ム

7
l
ク
ブ
ロ
グ
ソ
ム

一
り
つ
け
年
凶
片
に
ハ
U
第
七
次
フ
レ
ー
ム
つ

i
ケ
プ
ロ
グ
7
2
A

Jl 

F
P
L
が
荒
土
品
、
J

れ
た
と

ハ〉（）一一

4
九
片
に
ブ
リ
L

ソ
七
ル
で
聞
か
れ
た
絞
手
間
開
会
議
に
ふ
お
い
亡
、

仙
川
川
川
委
一
幻
ム
バ
〉
百
叫
M
M
M市
川
光
岡
内
ん
へ
の
撤
ム
円
hd法

み
」
門
同
効
主
化
ト
ゆ
る
と
め
の
般
討
な
閃
始
｝

J

、
ニハ）〈）一一」年一

月
九
は
欧
州
議
会
に
恥
し
て
、
ド
イ
y
の
リ
ン
コ
う
ア
欧
州
議
会
議
員

比
干
ん
J

抽
刊

の
L
ポ
？
ト
パ
小

心
一
ヘ
｛
一
証
戸
当
時
の
予
定
一

の
F
P
J
心山許可
U
J
祭」
γ
凶
の
一
日
億
ュ
、
ロ

年

ひ
じ
億

に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ

ιー｝、
ぞ
れ
が
山
場
殺
で
採
択
さ
れ
た
。
古
い
つ
に
、

附
州
全
員
会
は

コ
ー
ー

一
、
｛
心
凹
司
九
月

ー、宇、

d
l
f
v
 

は
将
来
の
巳
い
の
川
%
減
先
政
策
コ
ミ
ユ
ヱ
う
一
コ
了
1
ロ
ソ
パ
の
将
来
を
握
る
科
り
γ弐一ト

E
U
心
将
米
の
研
党
支
mu政
策
へ
の
ガ

f

: f＂人法学； S9汚三） 847 [2什lυIJ 



7

4
シ

を
発
玄
L
L
乙
こ
れ
、
つ
り
、

F
F
7
の
υ
霊前心川円
b
f
半
的
和
い
針
と
必
ぺ
一
f
L

い
る
υ

＂児

n
 

1
 

0
 

2
 

C
0
 

4
 

前つい

か
も
縫
げ
了
る
で
め
に
必
裟
乙
な
る
施
ぷ
を
法
的
に
剥
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ヨ
い
い
し
し
た
が
、
只に－o

 

f千十、え円以

ま
た
、

二
心
ハ
同
午
一
ハ
月
合
怠
さ
れ
、
町
間
凶
が
ふ
り
ハ
A

ハ
年
弐
ま
で
に
批
准
十
る
こ
と
と

3
れ
た

E
U忘
法
条
約
第

I

一
五
三
、

百合

は
、
が
、
γ校
術
の
送
れ
少
を
め
ざ
す
こ
》
は
R
U
の
E
僚
で
あ
る
と
し
、

つ
ν
ー
ム
ワ

i
ク
プ
行
バ
ノ
フ
ム
等
の
活
助
で
そ
の
ド
悌
を
達
成

ず
る
三
川
町
の
責
任
を
八
刀
旧
日
ヨ
ノ
る
こ
3

〆
、
お
山
一
凶
九
条
と
は
、

ワ
レ
ム
リ
ヲ
ク
f
口
グ
ラ
ム
で
実
施
き
れ
る
活
動
を
ぬ
記
す
る
も

n

－
J

v

一
J
7
l

、

〆

U

L

－
－
】

欧
州
山
川
内
ん
問
先
圏

む

ιυ
円
九
九
凡

こ
’
れ
も
R
U
η
研
究
ム
文
民
政
策
仏
大
き
な
阪
管
を
uyえ
て
い

（

J
C
h
4山
が
り
い
目
、

主
主
施
販
問
は

C
「
ノ
）
心
一
’
q
に
生
更
）
小
一
成
長
の
ト
め
の
抗
議
の
欧
州
桃
究
明
九
九

F 
p 

Z
2侍
築
ヨ
三
一
戸
一
4
2
t
d
F
v
何
ニ
天
王

2
5
2
2
q
r
7
広
三
件
。

と
の
州
間
引
を
っ
け
C
公
表
さ
、
い
に

η

FV
同党コ
15d一回
7

こ
h

つ
し
た
的
光
支
援
刀
訟
化
に
よ
り
、

f
賞
以
九
十
山
布
一
阪
で
よ
七
円
一
紘
一
八

c
c
c
hユ
l
口、

今
忠
之
hJJ札
九
土
信
一
八

コ
l
リ
と
な
り
、
対
日
へ
は
F
P
G
C

千
九
倍
と
な
っ
た
二
号
ハ
次
は
午
あ
た
り
約
出
一

立
（
ー
い
っ
た
コ

I
汁
て

事
業
小
J
R
Y
4

に
は
、

μ
桂、
γ迫
携
で

E
U
C
牽
引
を
片
品
ん
ピ
ー
住
市
町
戸
、
。
。
官
E
C
C
ロ
二
、
最
先
尚
北
明
従
科
い
ibγ
め
ざ
す

ア
イ
デ
ア

（「凶作山巴、

同
問
先
打
者
発
成
と
流
動
化
を
め
ざ
す
人
件
、
勺
2
1
Z
、
庁
小
山
一
企
業
や
研
究
桜
闘
の
へ
日
力
士
F

川
上
さ
作
る

彪
力

一
門
戸
十
〕

R
5
2）
」

心
四
つ
が
あ
る

こ
の
内
「
凌
捻

戸、＋
l

山、

え
っ
一
心
卜
依
分
…
叫
れ
ー
め
司
令

r

・
健
以

｛ 
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c 
’＋ 
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省
食
品
、
店
業

パ
イ
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4
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出
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こ
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A
r
t
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4
w
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C
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dfμ
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防
相
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析
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i
n
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レ
l
H
り
l
ク
松
較
で
も
I
S
は
お

ヘ
・
じ
vm
と
低
下
し
T
L

い
る
c

｛
航
ム
マ
を
ノ
円
む
L

三
ィ
ミ
ω
抗
日

5
2

（

H
戸に］戸山、

E
氏
売
さ
き
ETV1」
）
。'"' 

は
、
第
二
合
い
ぷ
ペ
総
額
は
倍
以
ー
に
は

21L
い
る
n

ん
J

・
せ
公
J
E
W
一J
〈九
r
人
学

3
2
5
2
C
4
5
5
5
2
2
3
2
7
2戸内一一正

－
防
街
ζ
J下
川
代

コ
ヘ
山
2
L
山
口
Z
つに、川

ピ
し
、
比
中
r
で
い
え
ば
九
つ
の
優
先
プ
ロ
グ
ラ
ム
総
績
の
お
二
一
八
’
ム
%
と
、

予
算
法
表
九
の
送
り
で
あ
り
、
日
恨
む
会
化
（
阿
Z
F
5
5
4】
C
H｝

' 一戸、
化

第
七
よ
フ
レ
ー
ム
ァ
l
hソ
y

J

タ
ブ
ム
笠
へ
託
制
へ
川
中
U
i

－
コ
一

沌
ト卜を

伝
で
ド

ヘ
一
（
）
】
勺

ハ
ィ
ォ
、
議
口
ω

義
主

伝
じ

一
二
」
勺

情
説
吐
ム
↑
一
化

位
六
七
了
一
（
）
刀

↓
ノ
テ
ク
、
功
性
、
製
造

｜川

佑じけ一円一｛パア力

仁
ネ
ル
ド

一
有
也
九
ワ
コ
コ
力

子主

[1cj 

（ 

一川

〈いい一

0
4ハ
司
ハ
け
一

U
に
は
欧
州
委
員
公
が
日
正
（
）
或
長
と
一
一
月
に
向
け
て
の
欧
州
情
報
什
公
」
と
い
、
つ
イ
二
ン
F

ア
ィ
フ
キ

F
ド
6
と
比
べ
H
r
－
－
比
比
ー
を
下
け
て
い
る
c

ま
た
rノ

M
M
勺
4υ川

以ル門出、一ハ

J
リ

こ
れ
は
お
之
さ
宮
山
C
S
を
続
本
L
U
J

るい
ι
U
－U
一
相
以
社
会
化
政
誌
で
あ
る
u

お
三
ご
は
規
制
一
研
究
を
カ
パ
し
、
丈
化

叫
川
明

λ
山ヘ｝

,D 

Z
ぐ
～
ノ
＼
ノ
ヘ
i

J

7

L

J

〆

J

司
ム
バ
川
佐
治
川
別
交

じ

d

i

L

川
F
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J

ィ
と
ん
十
市
川
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総

九

h
M
f

、
仁
〆
力
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的
多
目
悼
糾
い
う
デ

I

刊
百
足
、
促
進
3
せ
、
ネ
ヅ
ト
マ
ノ
i
ク
、
子
i
ピ
ス
、
機
殺
の
融
合
計
十
ん
採
し
、
吹
川
パ
（
U
市
「
氏
、
企
業
、
政
府
い
が
競
争
乞
川

性
化
、
二
叫
叫
ん
ム
と
肝
EU
の
剖
出
な
与
え
る
こ
と
を
日
戸
川
と
V
1
ど
う
ー
に
ぷ
ー
会
的
ぜ
品
の
一
た
め
に
、

I
C
T
の
効
用
を
円
以
大
ハ
ー
す
る
ド

百合

的
が
あ
る
1

）

7

し
て
い
る
に

同
国
）
］
心
）
は

丸
と
な
っ
て
荷
主
情
報
什
会
合
位
ふ
さ
l
引
け
る
た
め
の

（日同門戸

mru

ー
単
一
欧
州
情
隈
空
調

tu
年
て

E
U
諸
臼
が

山
い
こ
ベ
A
円
甲
山
d

A

同
コ
問
問
】
｛
C
コ
古
川
｝
ご

C
】

E
Pフ
ル
を
連
想
と
t

て
婦
げ
て
お
h
、
そ
の
実
羽
に
は
「
ス
μ
ケ

ド

フ
ロ
7

ド
パ
ン
ド
胤
境

の
＋
ず
ん
宮
パ
）
」

リ
ッ
チ
コ
ン
吋
ン
ソ

〆
オ
ン
ラ
イ
ン
と
持
供
3
孔
る
ゴ
ン
一
ry

〆
ツ
刈
り
の
究
実
）
＼
一
桁
正
運
用
性
｛
モ
バ
イ
ル
時
墳
を

九三
U
4ハ
な
っ
三
J

ノ
ラ
y
l
ブ
ォ
ム
ト
で
の
叶

i
γ
ス
立
挽
判
「
、

七
年
コ
リ
一
フ
f

（
安
全
に
似
誕
3
れ
た
ノ
l

J

夕

子

F

ト
列
用

向ほ
L
m官
）

む
五
耐
久
哀
が
必
須
で
あ
る
と
し
て
司
る

U

こ

U
5〉
さ
が
め
ざ
す
一
方
針
仏
、
汁
μ
閣
】
制
の
仲
松
市
、
同
比
九
紅
花
の
弦
化
、
デ
、
J

タ
ル
ア
バ
イ
ト
足
J

げ
が
丸
る

f

－
安
門
4

は
、
以
ト
の

i並
い, ・

法
制
皮
に
院
L
て
は
、

D
R
M
を
始
め
と
「
る
1

利
規
制
工
法
案
ど
制
心
す
る
と
同
時
に
、
相
、
腐
化
し
ょ
J

ャ
ロ
い
却
制
の
廃
止
中
改
ど
等

か」「行
h

m

d

・
併
川
町
悶
拾
に
お
い
と
は
、
た
と
え
他
分
野
、
心
役
資
組
な
削
減
し
て
，
も
、

I
f
f
悶
速
の
制
究
開
芳
賀
J

デ
八
（
リ
%
増
稲
し
、

や
－
4
1
y
比
較
す
る
と
悼
端
に
少
な
い
と
も
い
り
子
Q
I
じ
T
分
野
へ
の
制
完
投
資
の
州
大
を
実
現
す
ァ
Q
F

・
I
C
ー
を
駆
使
、
ν
た
老
人
介
設
、
次
世
代
自
助
区
の
閃
光
、
一
三
ン
々
レ
凶
4
T

いん苅の蛇
ι
悩
；

t
z十
心
に
、

巳

U
ん～成で一｝ノず
J

タ
ル
デ

パ
イ
ド
円
札
d
を
め
さ
f

ま
に
尽
き
に
間
一
わ
っ
亡
、
欧
州
委
員
会
心
日
報
引
会
・
メ
デ
ー
ア
政
策
氾
当
コ
ミ

J

シ
司
づ

C
あ
る
レ
テ
J

I

J

グ

（
」
〈
同
〈
同
町
二
ズ

（以人法学i0つには、前＂ o:zorn 1 ' 
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は
こ
ら
パ
一
年
ま
ゼ
川
、

E
l
へ
十
川
止
加
の
半
妓
以
ト
が
、

ハJ
M
b
p
s
り
ア
ロ

l
k
、
ン
V
Jピ
判
別
し
て
い
る

最
低

原山崎
2

い
か
闘
相
↓
で
あ
り
、
ざ
ひ
と
も
支
羽
さ
止
z
に
い
」
と

～」J
一

円
j

；J
J

の
ふ
一
い
ハ
）
ム
η
咋
凶
H
一
公
表
の

F
P
7
の
へ
T

文
で
は
優
先
分
野
が

I
Q
一T
」
か
ら
「
I
C
T
」
に
公
吏
さ
れ
た

L

り、

f
J
O
ム
川
九
六
月
の
目
見
）
］
む
の
J

巾
岩
子
、
ぞ
れ
ま
で
の
午
、
ニ
さ
い
Xν

の
前
忍
が
「
内
ん
な
の
た
め
の
情
将
司
会
孟
ミ
ミ
さ
己
さ
ニ

『

3
1〆
一
一
こ
で
あ
う
行
の
ピ
付
、
1

1
成
長
乙
櫨
凶
に
附
け
て
の
欧
州
情
報
社
会
ご
と
五

3
官
五
二
四
時
二

2
5
4ご
S
F
E
A
2
F吋
問

3
d
4
7

E
L
m
s
H
L
C吉
岡
戸
内

E
こ
と
な
っ
U
J

り
と
、

E
U
心
情
報
相
会
化
政
策
が
一
人
の
4
7
、
め
の
情
報
引
会
ー
か
ら
結
前
り
た
め
の
一
杓
川
川
村

ム
日
」
に
市
内
4

を
移
し
た
か
の
よ
う
に
は
ド
九
え
る
ハ

ニ
う
じ
た
変
化
の
特
徴
に
つ
い
て
は
他
日
z
笠
間
し
た
い
が
、

h

ル
小
幻
削
済
重
引
ー
の
向
、

斜
が
町
一
ま

Jた
J
と
は
ボ
｛
心
亡
一
J

だ
云
レ
よ
「
に
ふ
J
Eわ
れ
る

U
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ヨ
コ
ー
ニ

ーすーィよ
A
L
M
l
k

R

U
に
お
け
る
市
摂
豆
盤
改
策
の
斗
ぺ
後

E
U
C
情
報
と
泣
政
取
が

で
ど
心
よ
う
に
受
け

d
め
ら
れ
て
き
た
か
例
示
し
て
み
よ
う

、
－

p
m
一ハ叫ぶ
h

」

h
D

、fi
、bIA山

f

y

ふ
7
J
1
t
L
v
j
t

ー
致
州
地
域
り
統
合
」
と
い
う
壮
人
な
政
治

仕
会
命
題

bLR実
共
に
け
一
成
す
る
L
L
C

「
通
貨
統
台
と

「
通
信
白
作
化
王
阜
市
弘
伝
促
進
安
÷
寸
前
と
し
て
位
向
づ
け
と
宋
た
υ

こ
の
場
古
川
い
お
日
る
情
夜
通
イ
は
怖
門
的
行
技
術
（
I
I
）
あ
る
い
は
情
和
通
信
市
場
？
と
い
て
ノ
ス
卜

ν
ー
ト
な
側
一
叫
の
み
な
ら
ず
、
ー
情

叩川い土
I

ム百

｛

I
S

．rrコ
当
日
ゴ
C
Z

を

め

ざ

す

と

1vJ政
災
E
R川
い
問
ね
る
キ
ヲ
ブ
ヲ
ク
タ
と
、
）
て
、
欧
川
述
ム
円
（

E

U
）
全
体
心
科
学
長
術
振
興
に
関
わ
る
視
守
、
あ
る
い
は

R
U
の
統
仏
「
を
，
L
が
点
一
コ
ノ
る
パ
ケ
J

小
、
ン

ザ
一
ス
同
制
伴
－
f…
幻
絞
が
、
巨
大
か
っ

へ
つ
ま
り
通
貨
並
び
に
同
官
汁
1

川一

な
十
川
場
形
戒
を
長
づ
け
る

J

）〉一

L
て
の
況

υ…
当
、
出
を
け
し
ナ

f
E味
を
y
う
け
ん
で
い
る
。

（
）
政
府
レ
ベ
ル
で
の
政
策
ζ

し
ず
に
ド
九
た
場
合
、
本
一
戸
り
日
限
ヒ
キ
コ
リ
テ
ィ
政
治
が
百
家
支
全
係
除
の
ケ
場
一
川
、
ワ
サ
イ
パ
攻
問
J
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（
り
脅
威
に
い
町
山
す
る
／
ス
テ
ム
μ

キ
コ
リ
ヂ
ィ

5
4出
合
お
い
三
収
り
納
入
が
中
心
で
あ
る
の
一
に
い
れ
＼
し
、
叶
m
州
で
は
バ
ド
マ
間
取
北
口
以
デ
ー
め
さ

す
イ
ン
ヮ
フ
刊
L

り
の
L
J
判
明
か
ら
の
ぷ
り
祁
み
が
活
パ
ん
さ
あ
る
し

百合

（
三
こ
れ
つ
は
肝
用
時
曜
の
い
枠
主
制
山
、
へ
情
報
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
論
じ
て
し
る

f

そ
の
い
状
幹
に
あ
る
の
は
、
完
託
行
会
し
）

汁
J

仏
情
報
付
会
も
往
公
的
判
除
め
弱
者
幻
機
会
の
ケ
叫
ん
U

い

で
あ
り
え
る
こ
U

q

認
識
で
あ
）
、

ド
し
引
は
山
地
拾
の
精
神
に
特
徴
つ

け
ら
れ
る
欧
州
斗
ヂ
ル
の
情
隈
刊
会
を
め
ざ
す
で
き
だ
こ
い
う
強
い
意
思
で
あ
る
〉
じ
本
の
I
T
革
命
論
に
え
つ
れ
る
よ
う
な
、
情
報

社
会
に
な
れ
ば
り
宇
菩
夜
色
と
い
3

た
ば
桁
保
革
心
土
来
一
九
酬
で
は
へ
は
ぐ
、
情
報
村
人
民
の
？
も
た
ら
「
村
会
的
チ
ャ
ン
ス
と

U
会
的
リ
ス
ク

を
し
3

古
り
エ
ド
九
M
t
η

へ
こ
う
い
う
情
報
社
会
を
す
／
守
一
9

り
カ
を
切
符
に

F
J
t

ン
よ
ほ
三
ノ
あ
る
c

第
に
情
報
社
会
は
斗
J

営
利
ム
バ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
c

ふ
ー
ま
で
乃
一
学
校
教
育
と
織
業
訓
仰
の
枠
す
記
え

床
医
zvど一怯一じ
J
L

家
厄
で
も
職
場
で
も
z

一
識
の
一
党
隠

hr続
、
げ
ゐ
判
ム
五
日
か
ノ
さ
す
べ
き
姿
、
ζ

ー
よ
る
〈
、
一
こ
か
ら
、

パ
コ
注
丹
J

官
。
か
清
川
和
村
会
の

中
日
快
的
民
日
ホ
レ
〈
し

び
｝
が
っ
て
く
る

以前

江
市
議
社
会
は
柔
軟
日
古
川
竹
ム
む
J

｝とい

J

こ九れに山門川、

恥
滋
に
お
い
て
清
報
化
が
柔
軟
な
労
働
組
織
を
安
求
ナ
る

と
い
っ
匝
と
、
仏
間
羽
化
円
以
聡
鳴
と
家
出
心
境
界
γ
」
綬
析
に
し
て
い
き
、
全
軟
な
バ
ー
活
、
労
問
時
間
川
編
成
b
f
絹
川
品
有
し
て
い
か
ん
也
け
れ
ば
な

？
mh
い
と
い
う
山
が
あ
る
代
こ
れ
に
つ
い
て
は
ア
ゲ
プ
タ
ピ
り
一
ア
ィ
心
校
が
ま
手
に
そ
っ
い
＋
問
題
当
識
で
推
進
さ
れ
て
い
る
に

前
一
は
情
報
討
会
が
こ
れ
ま
で
ハ
シ
デ
ィ
キ
ヤ
ノ
プ
古
白
川
つ

C
い
z人
人
々

の
ヲ
ャ
〆

P

へ
す
J
j
え
る
も
の
で
あ
る
と
間
同
町

に
、
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
人
々

γ」
会
的
排
除
と
い
う
リ
ス
ク
を
良
行
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る

川一

機
公
山
一
之
roT促
進
し
、
ム
7

3

U

な
が
情
報
外
八
五
に
長
／
JVν
、
統
合
さ
れ
る
こ
こ
が
河
原
、
ニ
仕
る
。

之、

1
p、t
－
リ
人
口

－

1
J

’l

f

’：＝ 

戸
凶
）
さ
て
E
U
の
ぬ
合
、
「
仕
事
二
の
道
」
に
不
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
の
議
論
で
段
見
さ
れ
る
市
場
万
花
、
設
に
社
会
の
情
様
化
を

委
ね
る
の
で
は
ぼ
く
、
上
叩
場
ζ

政
壮
、
市
川
氏
が
述
議
「
る
こ
と
で
、
引
会
人
Y

ず
ル
中
台
情
報
計
抗
議
社
会
化
一
2
0こ
と
が
「
オ
際
こ
し
と
H
W
絡げい
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不
さ
れ
て
い
る
n

そ
一
」
で
、
店
内
吹
い
ソ
ト
マ
ノ

i
ク
中
山
に
4

凧
止
し
た
労
働
、
J

併
用
、
総
力
悶
淀
川
p

旬、

μ
間
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紅
会
～
と
進
化

す
る
完
笑
μi会
で
一
川
氏
が
労
協
山
従
事
｝

J

、
生
活
ケ
ふ
つ
い
、
告
か
さ
を
が
i

会
的
に
仏
殺
に
分
配
、
v
H八
有
す
る
た
め
の
環
境
鞍
悩
施
昔
、
ピ

対
、
〕
亡
稔
一
極
的
で
あ
る
に
例
え
ば
、
太
で
は
政
策
と
〆
て
ほ
と
ん
J
エ
川
越
と
な
、
つ
ず
、
民
間
的
門
の
れ
助
に
委
ね
、
り
れ
て
い
る
「
一
戸
レ

E
U
に
お
い
「
三
一
問
中
一
視
さ
、
れ
て
い

ワ
ク
」
？
「
己
ド
ヘ

2
5四
は
、

工
ど
技
術
的
側
ぃ
一
か
ら
人
れ
ば

欧
州
の
戦
略
で
は
、
情
保
社
会
に
お
け
る
通
信
要
素
て
亙
切
泊
さ
れ
て
い
る
〉
す
で
に
指
が
し
た
じ

心バい
M
一
標
準
心
成
功
と
そ
れ
に
長
っ
く
山
門
3
F
m話
の
布
、
普
及
会
ー
の
池
、

コ
／
ざ
J

タ
i
技

h

粁
d

り
端
末
で
も
設
備
で
も
日
立
伝
法
ヶ
ド
で

優
れ
一
に
い
る
欧
州
の
技
術
詑

h
A
Eず
つ
し
た
戦
略
心
北
早
川
に
は
占
め
る
。
欧
州
連
行
が
い
何
以
利
会
戦
時
の
対
に
イ
ン
タ
ー
千

F

ト
を
置
：

一神一

た
結
果
で
あ
り
、
統
治
技
術
的
観
点
で
い
わ
れ
る
技
術
ド
ラ

Jiノ
的
党
内
山
で
は
な
い
ー

の

は

れ

ら

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

R
U
に
お
け
る
育
刊
社
去
は

E
U
レ
ベ
ル
で
わ
た

物
W
U
品市川
ι

：
r
り

l
ク
に
よ
っ
て

E
じ
と
し
て
の
結
ひ
つ
ぎ
を
体
現
し

／
地
一
ノ
プ
リ
ケ

l
ン
ー
や
？

l
ピ
ス

L
I
～J

て
E
じ
2
し
こ
の
一
体
性
一
忠
則
化
し
、

74化
的
、
早
川
川
町
な
多
様
性
を
枠
内
付
し
た
コ
ン
一
ー

ン
y
C
間
売
、
昔
月
中
に
よ
P

一
て
時

υ一
さ
れ
Q
n

深
化
し
」
税
十
九
と
い
う
こ
つ
の
空
間
の

Y

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
多
紘
ほ
の
な
か
で
の

統
合
を
位
進
し
、

μ
刊
誌
社
会
、
り
実
説
を
め
ざ
す

ιじ
に
と
っ
て
、

I
rし
rvmM
来
た
す
役
割
は
ま
「
ま
す
重
要
に
日
午
つ
て
〈
る
〉
い
え
る

、ノ戸、ヘ一角牛丹、〉’」

C
｝
｛

J
L
1
ア

ん

し

中

（
七
〕
巨

U
全
体
の
政
付
引
の
」
で

I
l
政
比
一
、
は
、
ぞ
れ
肉
体
の
戦
時
的
な
若

さ
な
く
、
他
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
片
J

予知

被
断
的
什
絡
を
L

吉正十枚、「に
HN笠
日
刊
け
い

T
Vわ
れ
て
い
る
戸
こ
う
、

J

た
杭
室
付
け
は
、

ん～
J

性
一
点
的
凹
に
お
い
て
ほ
陪
共
通
〕
て
レ
る
に
市
〕
叫
ん
N

、
J
E
U
に
い
う
国
有
の
；
人
脈
に
お
い
て
み
る
三
日
下
の
「
必
業
の
た
に
乙
乙
ま
ら
白
い
、
欧
州
に
い
U

汁
る

I
I政
策
の
わ
掛
川
古
見

え
て
く
令
。
－
－
m
R
U
の

1
T政
策
の
最
大
の
特
徴
は
、
ぞ
れ
が
一
円
報
什
九
五
政
策
、
〆
必
ず
ば
れ
る
よ
う
に
、
山
判
祁
い
い
符
今
、
通
じ
だ
ん
川
広
い

い
引
済
社
会
心
変
革
を
ヨ
指

γ
こ
こ
に
占
め
る
ハ
ご
れ
は
花
桁
ζ

し
て
の

I
T
心
影
響
力
が
り
山
範
か
つ
深
H
で
あ
る
こ
ζ

に
も
よ
る
か
、

I P¥C人法学； S9 、:cc7Jおス［2什lυIJ 
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じ
の
お
ム
n
は
、
域
内
続
々
を
来
慌
と
し
た
E
l一
の
珂
人
マ
山
門
で
の
も
の
2
も
関
係
し
て
い
る
ま
ん
一
、
域
内
統
合
政
協
と
の
関
係
は
、
民
主

の
E
U
欧
州
妥
一
日
／
だ
仏
お
け
る
情
刊
行
会
政
、
夜
の
一
夫
姉
体
制
い
旬
、
℃
反
映
δ
れ
亡
い
る
c

こ
れ
は
3
ら
に
、
と
り
技
術
的
な
側
面
い
品
協
響

百合

J

亡
、

、ー一

1
w

そ
れ
同
一
よ
れ
の
品
川
は

I "I 

計
九
八
年
、

ハ
（
）
れ
い
午
、

一
一
）
〈
い
〉
門
）
一
作
Y
、

「；
ぐ〉

f〕

（づ

庁

員
し
て
通
底
ず
る
討
価
か
み
一
乙
に
あ
る
こ
午
か
分
か
る
ん
J

一
？
？
。
ヴ
て
れ
ば
、

、、

T
4
f
t
y
i
 

一円一心
h
午
C
あ
る
か

ノ、

が
E
U
社
ム
ペ

r
J
Kわ
ら
ヘ
ヱ
E
U
人
の
た
め
の
も
の
て
あ
る
と
い
う
こ
J
と
あ
る
u

そ
れ
ゆ
、
1
R
引
で
は

i
cー
の
こ
乙

情
報
村
会
以
術

1
5
1干

と
レ
っ
て
き
f
c
す
な
わ
ち
清
印
技
術
は
そ
れ
白
身
に
価
値
が
あ
る
刀
で
は
な
く

ん工

h
t
l
村
会
椅

成
門
以
に
な
味
を
－
7
え
は
げ
れ
ば
な
ら
芯
い

2
レ

日
米

t
l
y
r
の
ご
と
を
一
倍
恨
社
会
校
術
と
呼
べ
ば
、
何
む
こ
と
か
1
3
L
E
わ
れ
る
だ
ろ
う
ハ
そ
わ
以
前
に
、
円
2
B
E
E
S
－5
ロ

さ
え
跳
は
し
ザ
ヘ

～
清
恨
技
術
）

と
し

い
ぬ
合
も
多
い
一
六
円
並
木
む
ブ
一
ワ
グ
マ
ア
ノ
ケ
ス
に
特
J

仰
が
よ
く
お
れ
て
い
る
と

1
1

マよ

い
引
っ
、
も
の
円
に
あ
ツ
U
V

競
争
力
能
の
米
凶
型
山
場
，

i

土
義
が
r

ポ
ミ
ア
ル
、
七
九
五
的
畑
一
凶
一
亙
杭
心
歌
作
制
ヘ
μ
いん町一計は
v
r
t
a
ア
ル
と
は
工
く
い
わ
れ
る
、
一
と
で
あ
る
が
、

E
U
心
政
策
は
1

花
束

p
cァ
2
5
2
）
を
い
い
い
的
に
、
刊
行
凶
4
5
め
、
汚
に
「
討
会
的
均
一
外
（
防
除
－

Z
乙
d
t
E
）
」
を
μ

み
出
叉
な
い

こ
と
い
巾
’
干
の
ド
僚
に
へ
っ
て
い
る
h

y

と
が
そ
の
特
伐
の
々
で
つ
で
あ
る

v

湖、えーは
I
パ
ろ
で
も
、
子
三
F

塁
、
己
沼
化
七
日
江
戸
ハ
宮
ご
C
M

を
は
乙
め
、

パ
ド
ろ
い
ろ
な
長
味
む
の
デ
ジ
タ
ル
デ
パ
イ
ド
是
正
対
誌
が
常
に
剥
れ
て
い
る
」
乙
か
ら
も
そ
れ
は
ん
取
り
合
ぺ

ウ

A
1

ム
・
コ
ノ
ん
ソ
‘
レ
ポ
？
ト
以
後
、

ノ
ス
ボ
シ
ト
山
町
同
町
μ
l
v
h

で
り
八
三
体
代
目
泊
中
心
に
得
利
仇
さ
れ
る

J

う
に
な
っ
て
か
つ
も
先
述
の
E

仁
情
報
村
会
・
メ
デ
ィ
ア
政
業
担
当
コ
ミ
ア
J

ヨ
L

ノ
ー
の
レ
デ
ハ
i

／
グ
は
、
ー

C
一
ハ
ノ
刊
の
ヨ
円

y
パ
に
お
け
る
悩
間
社
会
は
、 ,, 

（以人法学i＂＂に問、前＂＂ :zorn 1 ' 



オ
ー
プ
ン
な
が
会
、

A

凡
別
仕
い
が
あ
る
社
会
、
ふ
し
て

ア
ヲ
て
ス
可
倍
、
同
点
知
設
に
基
つ
い
た
社
会
か
ら
構
成
ぎ
れ
る
υ
」
と
注

、、、亡

V

｝

i
！
 

十
な
わ
ち
、

rぺ
し
の
ト

U
b川
口
氏
が
ず
ク
市
ミ
可
院
な
情
報
伝
会
と
は
、
～
ス
ソ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
7
ラ
や
デ
川
イ
ス
の
特
備

の
ょ
っ
ふ
れ
明
間
的
な
ア
ク
セ
え
だ
け
で
は
な
く

i
f之、

E

L

 

布
川

4十

知
識
へ
の
ア
ク
セ
〉
ピ
リ
円
ィ
が
確
保
さ
れ
去
一
紅
会
ご
な
け
れ
ば
な
、
つ
な
い

と
い
う
、
」
こ
と
あ
る
実
際
応
（
）
］
。
も
、
訓
辿
こ
ぞ
み
ん
な
の
た
め
の
情
恨
代
会
か
り
成
長
〆
」
一
一
民
に
向
け
て
の
欧
州
情
報
什

ム
ム
」
に
交
わ
っ
た
ζ

は
い
え
、
光
州
の
よ
う
に

R
U
全
域
内
、
デ
ジ
タ
ル
F

パ
イ
ド
の
解
消
が
め
ざ
さ
れ
る

〆」い下つハドゴズ｝
Z
Z
C】

の
重
刻
山
は
都
本

L
て
い
る
。

計
取
t

は

一
ι八
z
ハ
庁
の
市

欧
州
議
定
書
祝
日
に
仇
り
欧
州
共
同
体
設
立
条
約

一、E
C
h怖を約）

に
ー
第
九
，
出
干

は
引
済
的
社
会

り
お
結
束

ロ
｛
丈
一

Z
A
V

（一位

、β
込
加
さ
れ
ど
以
米
、
純
治
的
結
点
へ
地
域
沖
約
主
1
7定
正
）

の
側
面
が
沿
い
と
は
し
え

修Ii＇明に三 £Z,E r心情報：！：盤＇z景 品＞J

マ
l
λ
？
リ
ピ

と

3
句
、
株
々
な
条
約
に
お
い
ご
ど
か
ノ
ら
、
れ
た
狽
拠
の
z
ぬ
る
4J
の
で
あ
る
c

こ
沿
っ
し
た
流
れ
か
ら
は
、

ウ

ノ

ム

コ

ソ

ク

レ

ポ

17h
も
、
格
手
社
会
ご
主
刊
行
為
し
た
全
仏
結
託
優
九
取
と
読
む
べ
き
C
は
な
J

＼

あ
く
ま
で
「
雇
用
拡
十
八
れ
い
り
た
め
む
粍
流
成
長

と
読
む
べ
き
で
は
な
い
た
ろ
う
か

、
山
場
応
瑚
何
日
ι
i川
刊
に
す
え
る
？
と
し
仁
、
也
、
投
木
の
実
出
U
J
V
き
め
細
か
く
観
祭
し
、
国
民
凶
家
内
一
粁
済
ハ
け
の
乾
阿

の
均
衡
山
、
ど
礼
恨
め
、
ム
ー
体
一
日
r与
が
の
発
一
以
と
、

立
市
山
川

J

規
制

貧
困
わ
〈
ム
い
む
乞
公
的
疎
外
の
解
お
の
パ
ソ
ン
ス
を
と
う
た
怯

日
引
い
会
技
術
L
Y

い
と
ノ
慌
i
一一で

I
C
T
吉
川
批
り
？
？
お
す
べ
？
で
は
な
い
日
J

？ペ

技
術
の
z
f
J

め
の
長
術
、
公
安
毅
一
与
の
土
め
の
円
以
市
と
い
う
党
相

A

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
結
束
中
調
利
の
と
め
の
技
術
、
と
い
う
E

U
の
こ
れ
主
で
の
付
、
民
治
神
は
、
こ
れ
か
り
の
ど
本
の

i
f
1政
資
／
一
の
大
き
な
三
蚊
対
象
4
3
0
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

I P¥C人法学； S9 、:ccOJ市三［2什lυIJ 



＂児

あ
と
や
か
持
、

本
市
川
畑
で
は
に
イ
ン
ブ
プ
政
資
正
ひ
ど
モ
れ
い
す
い
開
放
に
関
わ
る
政
協
の
み
を
対
象
と

J

た
が
、

止
ム
人
舌
？
一
明
記
な
政
試
は
他
に
も
あ
る
c

百合

例
え
ば
、
イ
〆
タ
v

λ

y

ト
同
時
代
初
期
に
出
さ
れ
た
、

月
の

昨
沌
品
川
ム

［
サ
J

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
情
説
社
会
最
先
端
欧
州
の
ア

一
九
九
ペ
ヘ
年

ク
ン
ヨ
／
フ
ラ
ン

ヘ
九
九
Y
F
勺
六
月
改
訂
に
の
（
阿
）
「
グ
ロ
パ
ル
な
認
忍
へ

C
対
悩

（主

以
下
心
記
述
が
あ
る
」

情
報
什
会
に
お
い
て
は
グ
ロ
？
パ
凡
ル
ー
ル
の
古
川
定
が
本
質
的
に
z
m
v
t
t
あ
る
ロ

グ
ロ
’
パ
ル
ル
ー
ル
に
は
川
場
T

ケ
七
ス

！l

！！？
T
L
E
 

生九

huι
午
川
ム
下

ブ
ラ
イ
パ

、
デ
タ
併
設
、
ん
竹
中
川
通
ふ
い
い
な
コ
ン
フ
ン
ア
の
取
り
披
い
、
税
制
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
ァ
ィ
、
桁
正
運
用

性
、
技
牝
標
準
が
《
ま
れ
る
し
1

こ
れ
ら
は
社
会
的
な
芯
味
で
の
情
報
村
会
化
攻
米
の
一
は
と
ん
ど
す
べ
と
で
為
る
、
い
、

J
A

山
怖
心
一
対
象
で
は
な
い
の
で
ほ
と
ん
ど
加
れ
な

か
rJ
に
じ
、
づ
ら
に
リ
ス
ボ
ン
戦
陪
怜
疋
間
以
降
の
計
値
に
つ
い
て
片
山
転
た
流
説
的
で
丸
る
の
で

の
仔
光
諜
尽
と
し
た
ト
ー
し

以
後
に
草
稿
に
ん
し
て
貴
重
に
ご
指
折
p
ど
賜

J

ハ遣い
J
川
宍
世

J

マハ

に
お
れ
中
し
ょ
げ
る
…

（
東
北
大
件
j
）

ア
外
崎

2
3ユ
仰
と
コ

L
r広
三
百
山
崎
ー
コ
ニ
】
げ
の
千
円

2HH
－V1
日V
日「

C
J
G三
一
内
C吋
包
問
ロ
ヌ
ぷ
｝
古
口
回
目
レ
｛
｝
】
へ

d〈ト〆セ｝
HAZ丈
7

明
日
目
処
却
岳
山
県
中

τ長
山
川
人
口
セ
キ
一
リ
一
↑
ィ
μ

／タ

υ
十
成
一

4

M
八
け
に
（
口
出
ほ
ん

tλ

リ
一
フ
ペ
カ
イ
ト
ラ
f
ン
仏
間
半
j

品川川十九戸、

（
ノ
一
コ
年
、
六
ー
ト
一
、
参
同
ー

ヘ
郎
）
川
出
み
に
、
わ
が
十
で
は
、
夫
川
町
に
と
拠
す
る
た
め
門
イ
ル
ス
レ

J

策
を
始
め
と
「
る
一
川
法
改
ju奈
川
一
（
〈
百
年
に
可
告
に
淀
川
凸
宍
れ

P

が、

4
tい
の
所
、
町
院
し
乙
な
｝
て
い
ス
る
の
に
川
町
却
の
一
｝
で
あ
Z
J
1
1

ヘ
凶
一
乙
で
H
E
2
2
ニ
ド
ぬ
い

5
H
H
Jロ
ロ
の
ど
ド
丸
山

pvrE十
円
。
目

μ
E
Z
F
Vロ
巴

ぺ

つ

J
E
E
r
w
r
u
r
E
H阿
門

H
C
E
ヶ
η

（十1
3
E
E
U吉
正

ぢ

品

百

円

。

5

2「

F

Hicコ
一
石
山
口
一
市
町
民
一
戸
山
口
不
正
一
乙
巾
何
の

3
】。

M
M
r
nロ
ι
岳
町
一
ム
戸
山
〔
（
』
ロ
ロ
ロ
ニ
命
作

2NA汁
戸
】
b

円
。
ロ
戸
口
江
市
内
合
［
戸
y
m
v

門〈
omMコ
ロ
明
一
J
P
】⑦戸

J
3門昨凶凶戸九日

h
H
3門
出
お

Z
C
2
2
2
コ
ミ
ロ
戸
C勺
C
公
｛
ミ
2
河

5
6
J
E
円

ydtp〈

μ
t
y
p
r代ご（」｛
W
E
r＝3dD一m
l

ム
ge

ごと戸、
C
N
～
己
切
に
い
い
王
志
－
失
ー
ヴ
ノ
ハ
l
空
刊

の
問
削
」
民
よ
る
条
約
レ
シ
？
ム
心
情
μ
加
古
」
づ
い
て
心
苦
祭
二
信
戸
バ
同
r
h
ロ

t
及
財
団
研
究
品
有
羽
生
持
品
ヤ
八
uo
、
ヘ
ノ
～
J

一作十、出い一ー正

1?2 11: 
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